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、

そ
れ
に
応
ず
る
多
面
的
な
地
球
規
模
の
政
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
一

策
立
案
の
要
請
へ
と
転
化
し
た
。
こ
の
視
ま
や
、
ｎ
世
紀
の
人
口
問
題
も
ま
ず
そ
の
一

ｎ
世
紀
に
入
り
、
に
わ
か
に
人
口
問
題

は
そ
の
根
幹
に
か
か
わ
る
発
想
の
大
転
換

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
第
一
に

広
範
な
分
野
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
浸
透
で
あ
り
、
第
二
に
科
学
技

術
、
と
く
に
、
生
命
科
学
技
術
の
予
想
を

上
回
る
急
激
な
進
歩
と
そ
の
巨
大
化
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
過
去
の
人
間
観
、
あ
る

い
は
旧
弊
、
安
易
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を

越
え
た
、
厳
し
い
人
間
観
の
哲
学
を
開
発

し
つ
つ
新
し
い
、
と
き
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

政
策
の
立
案
が
緊
急
に
要
請
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
語
の

初
期
の
意
味
は
ア
メ
リ
カ
の
産
業
形
態
の

世
界
的
規
模
へ
の
拡
大
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
語
の
意
味
は
前
世
紀

末
ご
ろ
か
ら
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ

は
む
し
ろ
逆
に
、
地
球
全
体
に
散
ら
ば
る

多
様
な
地
域
特
殊
性
の
再
評
価
で
あ
り
、

巻
・
頭
一
一
口

そ
れ
に
応
ず
る
多
面
的
な
地
球
規
模
の
政

策
立
案
の
要
請
へ
と
転
化
し
た
。
こ
の
視

点
は
直
ち
に
そ
の
政
策
視
野
を
人
類
と
い

う
範
囲
を
超
え
、
地
球
の
生
態
系
全
体
へ

と
拡
大
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
環
境
問
題
の
危
機

的
課
題
が
こ
の
、
視
野
拡
大
を
要
請
し
、

補
強
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
か

く
し
て
人
類
の
将
来
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

る
問
題
が
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
視
野
に
立

人口をデザイ
ー人ロ問題の２１世紀Ｉ

青山学院大学名誉教授

坂本百大

た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い

ま
や
、
ｎ
世
紀
の
人
口
問
題
も
ま
ず
そ
の

思
想
的
基
盤
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
、
こ
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
荒
波
の
厳
し

い
洗
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
人
間
の
価
値
の
み
し

か
標
楴
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
西
欧

市
民
階
級
の
要
請
と
し
て
現
れ
た
、
安
易

で
狭
量
な
過
去
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思

想
か
ら
決
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

の
と
こ
ろ
、
こ
の
西
欧
市
民
階
級
の
偏
見

に
満
ち
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
『
啓
蒙
』

の
美
名
の
下
に
自
然
を
破
壊
し
尽
く
し
、

さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
植
民

地
化
を
も
招
来
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て

こ
の
植
民
地
化
と
い
う
事
態
こ
そ
が
現
代

の
人
口
問
題
の
難
問
を
招
来
し
た
、
そ
も

そ
も
の
元
凶
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
現

代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
が

奇
し
く
も
明
ら
か
に
し
た
ひ
と
つ
の
、
か

つ
最
大
の
示
唆
で
あ
ろ
う
。

人
口
は
闇
雲
に
減
ら
せ
ば
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
い
ま
人
口
の
減

少
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
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こ
う
い
っ
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
地
球
諸
地

域
へ
の
影
響
を
無
視
し
た
先
進
諸
国
の
政

治
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
産
業
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
文

化
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
人
口
問
題
は

こ
の
意
味
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
配
り
が

い
ま
き
び
し
く
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

科
学
技
術
、
と
く
に
生
命
科
学
技
術
の

進
歩
は
人
口
問
題
に
関
し
て
も
発
想
の
大

転
換
を
要
請
す
る
。
食
糧
問
題
は
人
口
問

題
の
す
ぐ
近
傍
に
あ
る
。
食
糧
問
題
を
農

地
面
積
だ
け
で
評
釈
す
る
時
代
は
過
ぎ
た
。

豊
富
な
Ｇ
Ｍ
Ｃ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
）

の
実
用
化
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｇ

Ｍ
Ｏ
を
忌
避
す
る
一
般
の
論
調
に
は
再
考

の
余
地
が
あ
る
。
各
国
政
府
は
こ
の
研
究

に
も
っ
と
高
額
の
予
算
を
つ
ぎ
込
む
べ
き

だ
ろ
う
。
ま
た
人
間
そ
の
他
の
動
物
に
関

す
る
遺
伝
子
工
学
の
進
歩
は
さ
ら
に
目
覚

ま
し
い
。
ク
ロ
ー
ン
技
術
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
利

用
技
術
を
応
用
す
れ
ば
、
や
が
て
種
そ
の

も
の
の
遺
伝
的
特
性
を
変
更
す
る
こ
と
す

ら
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
人
為
的
に
人
間
や
動
物
を

進
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
人
工
進
化
』
と

呼
ぼ
う
。
こ
の
人
工
進
化
の
技
術
は
人
口

問
題
の
将
来
に
有
意
な
示
唆
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
技
術

は
す
で
に
典
型
的
な
生
命
操
作
技
術
で
あ

り
、
か
つ
て
は
神
の
領
域
と
目
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
工
進
化
と

は
『
神
の
ご
と
く
振
舞
う
傲
慢
』
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
い
ま
や
、

人
間
は
こ
の
技
術
を
現
実
に
獲
得
し
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
人
間
は
い
ま

や
、
自
ら
神
の
ご
と
く
振
舞
う
能
力
を
身

に
付
け
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
逆

に
人
間
は
今
こ
そ
『
神
の
ご
と
く
振
舞
う

義
務
』
を
自
ら
に
課
し
た
の
で
あ
る
と
理

解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
人
間
の
将

来
は
人
間
自
ら
の
手
で
管
理
し
、
か
つ
、

デ
ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。人
口
問
題
も
同
列
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
い
ま
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
ち

つ
つ
、
最
大
限
の
能
力
を
生
か
し
て
将
来

の
『
人
口
』
を
み
ず
か
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る

義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

人
間
の
尊
厳
や
人
権
概
念
な
ど
を
持
ち
出

す
こ
と
は
怠
惰
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

も
と
も
と
尊
厳
と
か
人
権
と
い
う
概
念
は

人
間
が
自
ら
に
差
別
的
な
特
権
を
与
え
る

た
め
に
作
り
出
し
た
架
空
概
念
に
過
ぎ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
権
利
は

な
ぜ
人
間
に
あ
る
の
か
。
な
ぜ
人
間
だ
け

が
尊
厳
な
の
か
。
こ
の
点
で
も
か
つ
て
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
超
克
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

最
近
あ
る
産
婦
人
科
医
が
着
床
前
診
断

を
し
て
学
会
か
ら
除
名
さ
れ
る
と
い
う
事

件
が
あ
っ
た
。
契
約
違
反
で
あ
る
と
い
う

な
ら
そ
れ
だ
け
の
話
で
あ
る
。
だ
が
、
「
選

別
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
な

ら
ば
そ
れ
は
は
な
は
だ
安
直
な
判
断
で
あ

る
。
中
国
の
一
人
っ
子
政
策
を
見
よ
う
。

そ
こ
に
は
明
ら
か
に
選
別
に
つ
な
が
る
優

生
政
策
が
混
入
し
て
い
る
。
い
ま
や
厳
密

な
科
学
的
判
断
に
も
と
ず
い
て
あ
る
種
の

選
別
を
す
る
こ
と
が
［
倫
理
的
］
で
あ
る

と
さ
れ
る
時
代
が
迫
っ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。
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人口と開発/／目次｢春を吸って－５人」

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉

扉・スケッチ
巻
頭
言
／
人
口
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

◎
Ａ
Ｐ
Ｄ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
に
尾
崎
氏
ｌ
広
瀬
氏
は
顧
問
に
ｌ

◎
こ
の
道
に
終
わ
り
は
な
い
ｌ
広
瀬
路
線
を
引
き
継
ぎ
前
進
誓
う
ｌ

◎
新
人
口
懇
メ
ン
バ
ー
は
１
２
２
人

。
「
こ
の
地
球
は
普
遍
か
」
～
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
と
人
口
問
題
（
要
旨
）
～

◇
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
大
阪
セ
ミ
ナ
ー
「
少
子
高
齢
化
、
結
構
な
こ
と
」

ｌ
黒
田
俊
夫
・
南
野
知
恵
子
氏
大
阪
市
民
に
訴
え
る
Ｉ

◇
Ｆ
Ａ
Ｏ
ｌ
ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
て

「
島
の
目
・
虫
の
目
」
の
問
を
埋
め
る
視
点
を

●
中
国
の
人
口
「
量
か
ら
質
へ
急
カ
ー
ブ
Ｉ

●
真
の
武
力
紛
争
な
く
す
に
は

紛
争
地
の
子
ど
も
に
適
正
な
育
児
環
境
を

人
口
自
然
増
．
ｎ
万
人
割
れ
／
『
少
子
化

進
行
』
前
提
の
政
策
／
差
別
や
い
じ
め
を

な
く
せ
／
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
か
ら
作
成
／

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

ノ

機
関
誌
『
人
口
と
開
発
』
投
稿
論
文
を
募
集■

フ
ブ

男
女
産
み
分
け
２
例
／
働
く
女
性
出
産
離

職
が
６
割

喜
多
悦
子
杷

口
白

佐
々
井
司
５

坂
本
百
大
２

：
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帷の順圖
」
ｑ
Ｆ

目
ロ
「

ｃ

ｒら『｛由一一

い
ま
や
高
齢
化
が
課
題
の
上
海
市

人

か
ら
質
へ
急
カ
ー
ブ

鑓騨鱸

国立社会保障・人ロ問題研究所

佐々井司

一
人
っ
子
政
策
別
年

中
国
全
土
に
先
駆
け
て
上
海
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
で
計
画
生
育
が
始
動

し
て
か
ら
、
お
よ
そ
刈
年
が
経
つ
。

計
画
生
育
が
本
格
的
に
始
ま
る
１
９
８
０
年
代
初
頭
は
、
文
化
大
革
命
の
終

結
後
、
改
革
開
放
政
策
の
始
ま
る
社
会
経
済
の
大
転
換
期
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
計
画
生
育
政
策
が
出
生
力
低
下
に
及
ぼ
し
た
直
接
的
な
効
果
を
厳
密
に
測

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
急
速
な
経
済
発
展
に
伴
う
中
国
の
人
々
の
意
識
や
行

動
の
変
化
は
著
し
く
、
仮
に
政
府
が
政
策
的
に
人
々
の
出
生
行
動
に
介
入
し
な

か
っ
た
と
仮
定
し
て
も
少
な
か
ら
ず
出
生
率
は
低
下
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
中
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
急
速
な
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
社
会
経

済
の
発
展
が
出
生
率
の
低
下
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
１
９
７
０
年
代
の
極
め
て
低
い
経
済
水
準
の
下
で
生
じ
た
急

速
な
出
生
率
低
下
は
、
計
画
生
育
政
策
な
く
し
て
起
こ
り
え
な
か
っ
た
一
」
と
に

異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
統
計
上
の
正
確
性
に
多
少
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、

今
日
の
中
国
全
体
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
が
置
き
換
え
水
準
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
一
」
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
２
０
０
２
年
の

Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
国
家
統
計
局
、
国
家
人
ロ
計
画
生
育
委
員
会
な
ど
の
推
計
値
で
差
異

が
あ
る
が
、
お
よ
そ
一
・
七
～
〒
八
の
水
準
と
考
え
ら
れ
る
）
ｌ
表
１
．

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
計
画
生
育
政
策
に
よ
り
、
中
国
の
総
人
口
は
１
９

二
５
同
凹

戸

。



表１中国における出生数の推移

合計特殊出生率

HliJT
出生数（単位は万人）

颪景W歸干j讓襄TZUm=E~ﾌ守天
2.42

2.59

2.31

2.25

２１７

２．０１

１．８４

１．８３

１．８１

１．７８

１．８１

１．８２

１．８２

１．７９

2347

2659

2646

2624

2717

2412

2264

2271

2248

2204

2208

2177

２１２７

２０４０

1986年

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2384

2522

2457

2407

2391

2258

2219

2126

2104

2063

2067

2038

1991

1909

1.82

1.80

1．７０1８１８1702

1647

７
１
年
以
降
３
．
５
億
人
近
い
人
口
が
抑
制
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
楊
魁
孚

ほ
か
主
編
『
中
国
計
画
生
育
ｌ
効
益
与
投
入
』
、
中
国
人
口
与
発
展
叢
書
、
人
民

出
版
社
２
０
０
０
年
但
月
）
。
特
に
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
帥
年
代
前
半
に
お
け

る
政
策
効
果
が
著
し
い
こ
と
が
分
か
る
（
察
防
主
編
『
２
０
０
０
年
人
口
緑
皮

書
：
中
国
人
ロ
問
題
報
告
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
２
０
０
０
年
４
月
Ｐ

駆
）
。計
画
生
育
に
よ
る
出
生
率
の
減
少
、
お
よ
び
人
ロ
増
加
速
度
の
緩
和
は
、
過

去
加
年
余
り
の
間
に
、
扶
養
費
支
出
の
節
減
、
｜
人
あ
た
り
の
教
育
・
医
療
部

門
等
へ
の
投
資
の
増
大
、
生
活
水
準
の
向
上
、
余
剰
労
働
力
人
口
の
減
少
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
へ
の
圧
力
緩
和
な
ど
、
多
方
面
に
お
け
る
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
（
前
出
『
中
国
計
画
生
育
ｌ
効
益
与
投
入
』
）
。

中
国
は
今
後
さ
ら
に
計
画
生
育
政
策
の
継
続
的
な
実
施
に
よ
り
、
２
０
０
５

年
末
の
大
陸
人
口
を
旧
・
３
億
人
（
年
間
人
口
増
加
率
０
．
９
％
）
、
２
０
１
０

年
に
Ⅵ
億
人
以
下
、
２
０
２
０
年
に
指
億
人
前
後
に
抑
え
、
２
０
５
０
年
の
旧

億
人
以
下
で
、
人
ロ
ゼ
ロ
成
長
時
代
を
迎
え
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
（
国
家
計

画
生
育
委
員
会
主
任
張
維
塵
２
０
０
３
年
１
月
８
日
全
国
計
画
エ
作
会
議
で

の
講
演
）
。

中
国
全
土
の
人
口
増
加
に

鈍
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
方

で
、
そ
の
増
加
速
度
に
は
地

域
差
が
み
ら
れ
る
。
出
生
数

都
市
／
農
村
、
農
業
／
非
農
業
、
民
族
、
地
域
間
の
格
差

の
分
布
を
見
る
と
、
総
出
生
数
の
う
ち
約
７

割
が
農
村
部
で
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
農

業
従
事
者
の
割
合
が
高
い
地
域
で
は
同
割
合

が
低
い
地
域
よ
り
も
出
生
率
が
高
い
。
２
０

６
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表３地区別、年齢３区分人ロ割合（2000年）

■￣＝ＴＦ￣
囮－－面■－
■￣印呵￣＝
■厩■

０
０
年
セ
ン
サ
ス
の
地

域
別
デ
ー
タ
か
ら
は
、

人
口
規
模
と
出
生
率
の

間
に
強
い
正
の
相
関
関

係
が
み
ら
れ
、
中
西
部

に
位
置
す
る
人
口
規
模

の
大
き
い
地
域
（
省
）

ほ
ど
出
生
率
も
高
く
、

自
然
増
加
率
も
高
い
と

い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

資料：2000年センサス

例
外
は
見
ら
れ
な
い
が
、
人
口
規

模
が
小
さ
く
出
生
率
が
非
常
に
高

い
例
は
、
海
南
、
青
海
、
寧
夏
、

新
彊
の
４
地
区
存
在
す
る
）
。
出
生

率
の
高
い
内
陸
地
域
は
、
人
口
規

模
の
大
き
い
と
同
時
に
農
村
人
口

割
合
が
高
く
、
経
済
水
準
の
低
い

地
域
が
多
い
。
中
国
人
口
全
体
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
た
場
合
、

地
域
ご
と
の
計
画
生
育
政
策
の
役

割
と
出
生
率
の
高
い
地
域
の
今
後

表
２
（
人
口

規
模
が
大
き

く
出
生
率
が

低
い
と
い
う

表２地域別にみた出生数分布と人ロ自然増加率の相関(2001）

出生数分布(全国100） 人口自然増加率

北京

天津

河北

山西

内蒙古

0.58

0.50

5.40

3.07

1.66

0.80

1.64

4.98

7.16

4.98

２
０
０
１
年
咀
月
豹
日
に
批
准
さ
れ
２
０

０
２
年
９
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
『
中

華
人
民
共
和
国
人
口
与
計
画
生
育
法
』
は
、
〃
晩

婚
晩
育
〃
を
奨
励
し
一
組
の
夫
婦
が
原
則
〃
｜

人
っ
子
〃
を
生
み
育
て
る
こ
と
を
提
唱
し
て

い
る
が
、
同
時
に
各
地
域
の
定
め
る
法
律
に

基
づ
き
第
２
子
出
産
を
許
可
す
る
こ
と
を
明

の
出
生
動
向
が
注
目
さ
れ
る
（
表
３
）
。

騨甜韓 2．５１

１．６４

２．０８

1．６４

３．３８

２．９９

第
２
子
増
加
の
可
能
性

海
蘇
江
徽
建
西
東

上
江
湘
安
福
江
山

０．６４

４．１３

３．３５

４．９１

２．４６

４．４８

６．８５

0．９５

２．４１

３．７７

６．６１

６．０４

９．３８

４．８８南
北
南
東
西
南

河
湖
湖
広
広
海

８．５６

３．３２

４．８８

６．７９

４．２８

０．７８

６．９４

２４４

５．０８

８８３

７．７３

９．４７

記
し
て
い
る
。
現
在
、
、
の
省
、
自
治
区
、

直
轄
市
の
う
ち
諏
省
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
生
育
条
例
に
お
い
て
一
人
っ
子
ど
う
し

の
夫
婦
に
対
し
て
２
人
の
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
省

区
に
お
い
て
は
農
村
で
第
１
子
が
女
の
子
で

あ
っ
た
夫
婦
に
対
し
２
子
目
の
出
産
を
許
可

し
て
い
る
し
、
特
定
の
少
数
民
族
に
２
人
以

上
の
子
ど
も
を
許
可
し
て
い
る
省
区
も
あ
る
。

各
地
域
の
計
画
生
育
条
例
に
は
地
域
、
都
市
・

農
村
、
民
族
お
よ
び
個
々
の
夫
婦
の
事
情
に

重慶

四川

貴州

雲南

西蔵

2.15

6.11

4.86

5.50

0.37

２．８０

４３７

１１．３３

１０．９４

１２．１０西
粛
海
夏
彊

映
甘
青
寧
新

２．４７

２．４５

ｑ５５

ｑ６４

２．０２

４．１６

７．１５

１２．６２

１１．７１

１１．１３

出典 国家統計局人口和社会科技統計司編

『中国人口年鑑2002』中国統計出版社 2002.11

７



応
じ
て
許
可
す
る
子
ど
も
数
に
若
干
の
幅
を

持
た
せ
て
あ
る
も
の
が
多
い
。

特
に
、
〃
一
人
っ
子
〃
政
策
の
適
用
を
受
け

て
生
ま
れ
て
き
た
第
１
世
代
が
婚
姻
年
齢
に

達
し
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
｜
人
っ
子
同

士
の
夫
婦
の
出
生
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
国

家
計
画
生
育
統
計
署
に
よ
る
と
、
１
９
７
９

年
に
第
１
期
６
１
０
万
人
の
子
ど
も
が
一
人
つ

上海市豫園付近で見かけた子（2003年11月）

の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
二
人
っ
子

ど
う
し
の
夫
婦
は
第
２
子
を
出
産
す
る
こ
と

を
許
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
都
市
化
が
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ

る
高
齢
化
の
進
行
に
歯
止
め
の
兆
し
が
見
ら

れ
な
い
。
上
海
市
で
行
わ
れ
た
加
歳
か
ら
妬

歳
の
女
性
に
対
す
る
調
査
の
な
か
で
、
〃
も
し
、

何
人
子
ど
も
を
産
ん
で
も
い
い
と
す
れ
ば
、

子
証
を
受
け
て
以
降
、
２
０
０
３
年

ま
で
に
一
人
っ
子
証
を
も
つ
子
ど
も

は
８
０
０
０
万
人
を
超
え
る
。
第
１

期
世
代
が
今
年
２
０
０
４
年
に
妬
歳

に
な
る
。
都
市
部
の
大
学
生
の
約
釦
％

が
一
人
っ
子
（
新
華
網
２
０
０
３
年

５
月
犯
日
）
の
時
代
で
あ
る
。

中
国
は
社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
、
物
価

が
上
昇
し
、
住
宅
価
格
、
教
育
費
な

ど
も
急
騰
す
る
一
方
で
、
医
療
、
福

祉
制
度
も
改
革
が
な
さ
れ
、
ま
た
人
々

の
競
争
も
激
化
し
、
教
育
熱
、
成
功

願
望
が
強
ま
っ
て
い
る
。

上
海
市
人
口
与
計
画
生
育
委
員
会

の
主
任
・
謝
玲
萠
氏
は
、
２
０
０
３

年
ｎ
月
Ⅳ
日
の
新
華
網
の
中
で
以
下

あ
な
た
は
何
人
子
ど
も
を
産
み
ま
す
か
〃
と

い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
は
平
均
で
１
．
５

人
で
あ
っ
た
。
都
市
生
活
の
水
準
が
上
が
る

に
つ
れ
て
、
〃
晩
婚
晩
産
、
不
婚
不
育
〃
が
進

ん
で
お
り
、
政
策
上
の
制
限
が
な
く
と
も
複

数
の
子
ど
も
を
生
む
夫
婦
が
普
遍
化
す
る
こ

と
は
な
い
。
中
国
の
人
口
高
齢
化
の
進
行
は
、

主
と
し
て
都
市
化
の
進
行
な
ど
社
会
経
済
的

再開発が進む上海市の旧城（2003年11月）

８
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ｆ
・
》
ぬ

要
因
で
あ
り
、
計
画
生
育
の
結
果
と
単
純
に

は
言
え
な
い
」
。

確
か
に
上
海
の
よ
う
な
大
都
市
に
お
い
て

は
出
生
児
数
の
急
速
な
増
加
は
考
え
に
く
い
。

と
は
言
え
、
今
後
一
人
っ
子
ど
う
し
の
結
婚

が
増
加
し
、
そ
れ
ら
の
夫
婦
が
第
２
子
を
生

む
権
利
を
も
つ
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
今

後
の
社
会
経
済
の
情
勢
や
制
度
の
運
用
い
か

ん
に
よ
っ
て
結
果
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

幼
い
時
代
に
〃
小
皇
帝
〃
と
呼
ば
れ
、
今

日
で
は
〃
新
新
人
類
〃
と
呼
ば
れ
る
一
人
っ

子
世
代
が
結
婚
・
出
産
年
齢
に
達
す
る
時
代

に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
結
婚
観
、
出
産
・

育
児
観
が
社
会
に
広
が
り
、
未
婚
率
も
上
昇

し
、
釦
歳
以
上
で
初
婚
も
珍
し
く
は
な
く
な
っ

た
。
離
婚
を
は
じ
め
〃
不
幸
な
結
婚
事
情
〃

●佐々井司(ささいつかさ）
1966年大阪生まれ

く現職)国立社会保障・人ロ問題研究所

人口動向研究部第三室長

く最終学歴>神戸大学院エ学研究科修了。

<中国関連の主な著作〉

「中国における人口流動と社会変動」

了人口と開発』NC'59,1997年

「人ロ流動化とその把握』『中国一

２１世紀への課題』人と文化社､1997

年

ｒ新たな都市建設に挑む上海一マイ

ナス成長下の人ロ政策」『人口と開

発』No.72,2000年

「中国における貧困対策と都市化」

『人口と開発』Nq72.2000年

「シンガポールおよび香港における

最近の出生動向と低出生率の背景」

「韓国・台湾・シンガポール等にお

ける小子化と少子化対策に関する

比較研究』（平成14年度政策課額推
進研究事業12003年ほか

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
若
者
の
中
に
は
、

結
婚
前
に
試
験
的
な
同
棲
を
経
験
す
る
カ
ッ

プ
ル
も
い
る
。

離
婚
率
の
上
昇
、
離
婚
に
対
す
る
偏
見
も

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
（
広
東
人
口
網
２
０

０
３
年
６
月
昭
日
）
。
地
域
ご
と
の
計
画
生
育

高
齢
化
は
都
市
部
に

１
９
７
０
年
代
以
降
計
画
生
育
を
一
因
と

急
速
な
人
口
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
っ
た
計
画
生
育
政
策
は
、
同
時
に
中
国
社
会
に
多
く
の
〃
副
作
用
〃
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

育
政
仁
策
の
〃
副
作
用
〃

化
を
も
た

ら
す
。
１

人
口
高
齢

速
な
低
下

は
、
同
時

に
急
激
な

し
て
達
成

さ
れ
た
出

生
率
の
急

９
８
０
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
第
１
期
〃
一

人
っ
子
“
世
代
の
親
は
現
在
ま
だ
現
役
世
代

で
あ
る
が
、
２
０
１
５
年
ご
ろ
に
は
そ
の
多

く
が
帥
歳
を
越
え
、
２
０
３
５
年
ご
ろ
に
は

釦
歳
に
達
す
る
計
算
と
な
る
。
つ
ま
り
、
人

口
高
齢
化
の
問
題
が
本
格
的
に
突
出
し
始
め

る
の
は
、
こ
れ
か
ら
約
釦
年
後
の
こ
と
で
あ

る
。
中
国
は
早
く
か
ら
人
口
高
齢
化
を
予
測

し
、
高
齢
者
対
策
に
多
方
面
か
ら
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
釦
年
余
り
先
の

中
国
、
特
に
都
市
部
で
は
、
厳
格
な
計
画
生

条
例
を
み
る
と
、
再
婚
夫
婦
の
一
方
あ
る
い

は
双
方
に
子
ど
も
が
一
人
し
か
い
な
い
場
合

に
も
、
第
２
子
出
産
が
許
可
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
増
加
す
る
離
婚
が
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
か
も
注
目
さ
れ
る

９



青
の
効
果
に
よ
り
、
文
字
通
り
ほ
と
ん
ど
の

親
が
子
ど
も
を
一
人
し
か
持
た
な
い
た
め
、

が
予
想
さ
れ
る
。

中
国
老
齢
協
会
連
絡
部
主
任
の

成
勇
氏
は
、

「
中
国
で
は
日

本
と
は
逆
に

都
市
部
で
の

高
齢
者
人
口

割
合
が
高
く
、

農
村
部
で
低

い
。
農
村
部

だ
け
で
は
な

く
都
市
部
に

お
い
て
も
、

高
齢
者
は
家

庭
内
で
子
ど
も

と
一
緒
に
生
活

し
た
い
願
望
が

強
く
、
子
ど
も

も
親
を
養
老
院
に
送
る
こ

と
を
快
く
思
っ
て
い
な
い
」

と
し
て
い
る
。
｜
方
、
上

海
第
三
十
一
棉
紡
（
工
場
）

が
運
営
す
る
金
秋
託
老
院

の
院
長
・
曹
莉
薄
氏
は
、

「
高
齢
者
は
最
初
は
入
所
に

抵
抗
す
る
が
、
い
っ
た
ん
入
れ
ば
快
適
に
感

じ
る
。
上
海
で
は
開
発
も
進
み
、
高
層
住
宅

も
増
え
、
近
隣
の
交
流
も
少
な
く
、
院
の
外

で
は
孤
独
な
生
活
を
送
る
高
齢
者
も
多
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
院
の
環
境
が
適
し
て
い
る
」

と
語
っ
て
い
る
『
経
済
』
２
０
０
３
年
９
月

羽
日
）
。

上海市内の骨董品店の店先（2003年11月）
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依
然
と
し
て
根
強
い
〃
重
男
軽
女
〃
の
伝

統
的
な
考
え
方
。
特
に
貧
し
い
農
村
で
は
、

女
性
は
男
児
を
生
む
責
任
が
あ
る
、
と
考
え

て
い
る
人
々
が
依
然
と
し
て
多
い
。
男
児
を

生
ま
な
い
女
性
は
親
族
か
ら
叱
責
さ
れ
、
周

囲
か
ら
潮
笑
を
か
う
。
女
児
を
他
人
に
手
放

す
、
病
院
前
に
捨
て
る
、
人
工
流
産
、
間
引

き
…
…
、
さ
ま
ざ
ま
原
因
に
よ
っ
て
歪
ん
だ

出
生
性
比
と
、
女
児
の
〃
消
失
〃
が
生
じ
て

い
る
（
南
華
早
報
２
０
０
１
年
ｎ
月
巧
日
）
。

こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
根
本
に
は
、
そ

も
そ
も
男
児
が
女
児
と
は
異
な
る
意
味
や
価

値
を
も
つ
社
会
が
あ
り
、
そ
こ
に
政
策
的
な

出
生
制
限
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

強
調
さ
れ
た
形
で
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
子
供
の
性
別

物
理
的
に
子
と
同
居
あ
る
い
は
近
居
で
き

な
い
高
齢
者
が
大
半
を
占
め
る
都
市
部
に
お

け
る
高
齢
者
対
策
に
は
、
高
齢
者
の
自
立
を

促
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
親
族
以
外

の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
依
拠
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム

が
不
可
欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
出
生
性
比
と
男
性
余
剰
構
成

高じう菱でけるス限のと目の
くる理えは、うも〃出異主理
な可由な経貧。あす生な的由
る能かい済困とるるをる｜こか
゜性らと的地りでケ〃’性希ら
も生いに域わあ１制別望、

選
好
の
あ
る
社
会
で
は
、
法
的
に
出
生
児
数

に
制
限
を
設
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か

わ
ら
ず
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
思
想
、
そ
の
他

中
国
政
府
は
目
前
に
迫
る
高
齢
化
社
会
に

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
、
高
齢
者
人
口
割

合
が
低
く
、
経
済
成
長
に
有
利
と
考
え
ら
れ

る
こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
に
構
築
す
べ
く
模
索

を
続
け
て
い
る
。

表４ 調査ごとの出生性比

年次

1982年

1987年

1990年

1995年

2000年

出生'性比

108.5

１１０．９

１１１．３

１１５．６

１１６．９

第三次人ロセンサス

１％人口抽出調査

第四次人ロセンサス

１％人口抽出調査

第五次人ロセンサス

卜
さ
れ
た
男
児
数
が
正
確
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

２
０
０
０
年
に
出
生
し
た
と
期
待
さ
れ
る
女

児
数
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
印
万
人
少
な

い
計
算
に
な
る
（
国
家
統
計
局
は
、
さ
ら
に

詳
細
な
補
正
を
経
て
、
著
者
の
単
純
な
計
算

結
果
を
上
回
る
約
帥
万
人
の
女
児
が
少
な
い

と
発
表
し
て
い
る
）
。
こ
の
〃
非
正
常
〃
な
出

生
性
比
は
１
９
８
０
年
代
以
降
、
今
日
ま
で

徐
々
に
拡
大
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

２
０
０
０
年
国
勢

調
査
で
も
、
多
く
の

女
児
が
〃
消
失
〃
し

て
い
る
。
２
０
０
０

年
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、
出
生
時

の
男
児
対
女
児
の
比

は
１
１
６
．
９
対
１

０
０
で
、
国
際
的
な

長
期
の
時
系
列
デ
ー

タ
か
ら
期
待
さ
れ
る

１
０
３
～
１
０
７
対

１
０
０
と
い
う
比
か

ら
大
き
く
逸
脱
し
て

い
る
（
表
４
）
。
仮
に

セ
ン
サ
ス
で
カ
ウ
ン

表５ 出生順位別でみた出生性比

総数

1１１．３

１１５．６

１１６．９

第１子

１０５．２

１０６４

１０７．１

第２子

１２１．０

１４１．１

１５１．９

第３子以上

１２７．０

１５４．３

159.4

1990年

1995年

2000年

１１



表６地区別、都市・農村別にみた出生I性比（2000年センサス）
都市部(城鎮）

１１４．３１

１１２．５７

１０８．４５

１１０．７９

１１１．２２

１０６．２７

１１１．３３

１１０．９０

109.74

１１０．６９

１１３．８３

１１２．９８

１１８．８０

１１５．４３

109.87

109.86

１１６．４７

122.48

１１８．６３

１２７．７１

１２２．６２

１４０．０４

108.56

１１０．０１

１０８．９３

104.55

１０３．４５

１１４．６８

１１５．０９

１０５．９１

104.98

１０６．３８

農村
－

１１８．０８

鎮
一

1１６．５１

都市
－

１１２．８１

総数
－

１１６．８６鯨癖川岻橇騨甜需蛎醐瓶鍬雛麺峡砺川順疎晒鯆蕊酬訓熱醐施舗舗轤繼
国全

104.89

120.16

114.30

113.13

110.12

114.24

111.55

109.69

110.30

118.52

114.57

130.87

119.54

116.37

113.61

118.97

132.36

128.96

132.84

126.48

132.79

１１８．０９

１１８．１６

１０６．５７

１０９．７２

１０２．６１

１２５．６１

１１４．７５

１１１．８６

１１０．０７

106.02

109.59

111.97

112.87

114.56

106.２２

１１４．９２

１１１．１４

１０９．３８

１１１６０

１１６.86

115.67

124.98

117.10

107.42

111．2４

１２２．４１

１２５．５８

１２２．２１

１３３．３８

１２７．４１

１３９．５２

１１０．２９

１１０．３２

１１２．０１

104.74

１０３．８２

１１３．９９

１２０．８６

１０６．１７

１０４．８２

１０５．１０

１１２．９８

１０６．３９

１０９．６３

１０８.90

106.30

110.27

110.78

109.92

110.５２

１１１．８１

１１０．８８

１１３．３３

１１３．８３

１１３.04

109.02

112.86

120.94

115.92

124.47

117.16

140.52

107.33

１０９．７２

１０５．５６

１０４．２７

１０２．８７

１１５．２６

１１１．３８

１０５．７２

１０５．０８

１０７．１１

11056

11251

113.43

112.52

108.45

112.83

111.23

109.71

110.64

116.51

113.86

127.85

１１７．９３

１１４．７４

１１２．１７

118.46

128.18

126.16

１３０．３０

１２５．５５

１３５．６４

１１５．１３

１１６．０１

１０７．０３

１０８．７１

102.73

１２２．１０

１１４．８２

１１０．３５

１０８．７９

１０６．１２

出
生
順
位
や
農
村
／
非
農
村
の
別
、
地
区
に

よ
っ
て
も
異
な
る
（
表
５
）
。

高
い
出
生
比
率
の
背
景
に
は
依
然
と
し
て

根
強
く
残
る
伝
統
的
な
男
児
選
好
志
向
が
あ

る
。
と
く
に
農
村
部
で
は
男
児
が
労
働
力
と

し
て
、
老
後
の
扶
養
の
担
い
手
と
し
て
実
利

的
な
価
値
も
強
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

価
値
は
貧
困
地
域
ほ
ど
高
い
。

出
生
性
比
の
ゆ
が
み
が
顕
著
に
な
り
始
め

る
時
期
は
、
出
生
児
数
の
制
限
が
厳
し
く
な

る
時
期
、
人
民
公
社
の
解
体
に
よ
り
、
家
族

を
単
位
と
し
た
農
業
経
営
、
生
活
保
障
が
復

活
し
、
男
児
の
労
働
力
及
び
家
族
・
地
域
の

社
会
保
障
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
が
再
び

価
値
を
高
め
た
時
期
、
あ
る
い
は
超
音
波
検

査
が
中
国
に
普
及
し
始
め
た
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
出
生
性
比
に
関
す
る
調
査
分

析
か
ら
、
出
産
し
た
女
児
を
届
け
出
な
い
ケ
ー

ス
と
、
出
産
前
検
査
で
女
児
と
判
明
し
た
場

合
に
堕
胎
す
る
ケ
ー
ス
が
異
常
な
出
生
性
比

を
引
き
起
こ
す
２
大
要
因
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
（
前
出
『
２
０
０
０
年
人
口
緑

波
書
筥
Ｐ
幻
）
。
す
で
に
女
児
が
い
る
場
合

に
女
児
を
堕
胎
す
る
割
合
は
、
す
で
に
男
児

が
い
る
場
合
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
と
い

う
報
告
（
出
生
嬰
児
性
別
比
聯
合
課
題
組
、
『
関

与
漸
南
地
区
十
個
県
市
流
引
産
胎
児
性
別
比

的
前
臓
性
調
査
分
析
』
１
９
９
５
年
）
か
ら

も
、
男
児
選
好
が
女
児
の
堕
胎
に
つ
な
が
っ

て
い
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

中
国
の
人
口
学
者
ら
に
よ
る
研
究
で
は
、

１
９
８
０
年
代
の
異
常
に
高
い
出
生
比
率
の

印
％
～
布
％
は
女
児
の
届
出
漏
れ
に
よ
っ
て

説
明
で
き
る
と
し
て
い
る
（
曾
毅
、
「
我
国
近

1２
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年
来
出
生
比
昇
高
原
因
及
後
果
分
析
」
『
人
口

与
経
済
』
１
９
９
３
年
第
１
期
）
。
女
児
出
産

後
に
出
生
登
録
せ
ず
に
遺
棄
や
間
引
く
ケ
ー

ス
、
養
子
に
出
す
ケ
ー
ス
が
出
生
性
比
に
影

響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
頻
繁
に
生
じ
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。

近
年
の
数
字
を
見
る
と
、
都
市
部
に
お
い

て
も
出
生
性
比
の
ゆ
が
み
が
観
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
原
因
は
１
９
９
５
年
以
降
、
統
計
上
の

地
区
定
義
が
い
く
つ
か
の
点
で
変
更
さ
れ
て

き
た
こ
と
、
お
よ
び
農
村
か
ら
都
市
へ
の
流

入
人
口
に
よ
る
出
生
行
動
、
ま
た
は
女
児
の

登
録
漏
れ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
（
前
出
『
２
０
０
０
年
人
口
緑
皮
書
』

Ｐ
皿
）
。
少
数
民
族
人
口
割
合
の
高
い
地
区
で

出
生
性
比
が
比
較
的
正
常
値
に
近
い
の
は
、

そ
れ
ら
の
地
区
に
お
け
る
出
生
数
に
対
す
る

制
限
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
表
６
）
。

か
つ
て
は
男
児
選
好
意
識
の
強
い
社
会
で

あ
っ
て
も
、
数
人
の
子
供
を
産
む
こ
と
で
、

解
決
に
至
る
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
男
児
選

好
意
識
を
残
し
た
ま
ま
政
策
に
よ
っ
て
出
生

数
が
厳
格
に
制
限
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、

特
に
農
村
で
は
女
児
出
生
の
未
登
録
、
あ
る

不
均
衡
な
出
生
性

比
が
長
期
的
に
続
け

ば
社
会
的
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
が
出
る
。

特
に
中
国
の
〃
結
婚

市
場
〃
に
お
け
る
男

性
の
余
り
現
象
が
深

刻
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
（
図
１
）
。
２
０

い
は
性
別
〃
産
み
分

け
〃
と
い
う
吹
善
策

に
訴
え
る
こ
と
で
、

出
生
制
限
枠
を
回
避

し
、
次
の
妊
娠
で
男

児
を
持
つ
可
能
性
に

希
望
を
託
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
因

に
よ
っ
て
生
じ
て
い

る
出
生
性
比
に
ゆ
が

み
は
、
将
来
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
に
つ

な
が
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。

図１ 男女別人ロと男子の“余剰,,割合
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０
０
年
セ
ン
サ
ス
の
男
女
別
年
齢
分
布
を
用

い
て
単
純
に
計
算
を
す
る
と
、
男
女
が
ほ
ぼ

同
じ
年
齢
で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
１
９
７
５
～
加
年
生
ま
れ
の
男
性
で

パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
３
％
弱
に

と
ど
ま
る
が
、
１
９
８
０
～
妬
年
生
ま
れ
で

は
５
％
、
１
９
８
５
～
加
年
生
ま
れ
で
は
８
％

と
徐
々
に
男
性
の
〃
余
剰
率
〃
が
高
ま
り
、

１
９
９
０
～
朗
年
、
１
９
９
５
～
２
０
０
０

こ
れ
ま
で
戸
籍
制
度
に
制
限
さ
れ
て
き
た

人
口
移
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
、
計
画
生

育
に
よ
る
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
『
戸

口
登
記
条
例
』
を
は
じ
め
と
す
る
戸
籍
管
理

制
度
は
、
移
動
人
口
の
把
握
に
一
定
の
効
果

は
残
し
つ
つ
も
か
な
り
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。

２
０
０
４
年
１
月
１
日
か
ら
は
『
流
動
人
口

計
画
生
育
管
理
和
服
務
工
作
若
干
規
定
』
も

施
行
さ
れ
、
流
動
人
口
に
よ
る
出
生
の
管
理

を
強
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

流
動
人
口
の
半
数
以
上
が
管
理
に
必
要
と
な

る
基
礎
的
な
証
明
書
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら

ず
、
流
動
人
口
の
出
生
管
理
は
困
難
が
予
想

人
□
の
流
動
化
で
出
生
管
理
は
困
難
に

年
生
ま
れ
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
巴
％
、
Ⅳ
％

上
昇
す
る
。
も
ち
ろ
ん
現
実
の
マ
ッ
チ
ン
グ

は
計
算
の
よ
う
に
単
純
で
は
な
く
、
男
女
間

の
年
齢
差
、
職
業
、
死
亡
率
、
通
婚
圏
、
離

婚
・
再
婚
な
ど
様
々
な
要
素
が
介
入
し
複
雑

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
歪
な

出
生
性
比
が
中
長
期
的
に
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
否
め
な

い
。

さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
は
市
場
の

自
由
化
が
加
速
し
、
人
口
流
動
を
さ
ら
に
活

発
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
近
年
、
計
画
出
生
管
理
の
面
で
も

制
度
疲
労
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
２

年
に
支
出
さ
れ
た
避
妊
手
術
経
費
、
避
妊
薬
・

避
妊
具
経
費
、
一
人
っ
子
保
健
費
総
額
は
虹
．

２
億
元
で
、
対
象
者
等
か
ら
算
出
さ
れ
る
最

低
額
の
ｎ
％
で
し
か
な
い
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
条
例
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
計

画
生
育
を
実
行
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
は

保
育
、
入
学
、
医
療
、
就
職
、
住
宅
、
退
職

金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
規
定
ど

お
り
執
行
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て
い
る
（
察
防
主
編
『
２
０
０
３
年
人
口

与
労
働
緑
波
書
』
社
会
科
学
出
版
社
、
２
０

０
３
．
７
）
。

２
０
０
１
年
に
行
わ
れ
た
全
国
計
画
生
育
／

生
殖
健
康
調
査
に
よ
る
と
、
一
人
っ
子
契
約

を
結
び
〃
光
栄
証
〃
を
受
け
取
っ
て
い
る
夫

婦
の
う
ち
、
実
際
に
〃
一
人
っ
子
奨
励
費
〃

が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
は
汀
％
で
し
か
な
い
。

避
妊
手
術
の
費
用
も
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る

も
の
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
１
９
８
９
年

以
前
に
は
手
術
件
数
の
う
ち
ね
・
５
％
が
全

額
免
除
で
焔
・
６
％
が
す
べ
て
自
己
負
担
で

あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
０
１
年
に
は
そ
れ
ぞ

れ
妃
・
２
％
、
⑬
・
７
％
と
、
ほ
ぼ
半
数
の

手
術
が
自
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

特
に
農
村
地
区
で
は
一
人
っ
子
夫
婦
に
一

人
っ
子
証
が
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

発
行
さ
れ
て
い
て
も
優
遇
措
置
が
実
際
に
は

取
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ

と
が
、
国
家
生
育
委
員
会
に
よ
る
抽
出
調
査

で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
人
々
の
政
策

に
対
す
る
信
用
喪
失
に
繋
が
り
か
ね
な
い
現

１４



量から質へ急カーブ

２
０
０
３
年
３
月
に
は
、
国
家
生
育
委
員

会
が
そ
の
正
式
名
称
を
「
国
家
人
口
和
計
画

生
育
委
員
会
」
と
改
名
し
た
。
１
９
７
３
年

に
国
務
院
が
計
画
生
育
領
導
小
組
を
設
立
し

計
画
生
育
事
業
を
開
始
し
て
幼
年
余
り
、
１

９
８
１
年
３
月
６
日
計
画
生
育
領
導
小
組
の

活
動
強
化
と
全
国
レ
ベ
ル
で
の
統
一
管
理
を

目
指
し
て
国
家
生
育
委
員
会
が
成
立
し
て
か

ら
加
年
余
り
を
経
て
、
中
国
は
総
合
的
な
人

口
問
題
解
決
の
道
を
探
り
出
し
、
人
口
の
急

激
な
増
加
を
有
効
に
抑
え
る
こ
と
で
、
卯
世

紀
末
に
総
人
口
を
ｎ
億
以
内
に
抑
え
る
と
い

う
目
標
を
実
現
し
た
。

今
後
十
数
年
の
間
、
中
国
の
人
口
は
毎
年

１
０
０
０
万
人
前
後
の
規
模
で
増
加
を
続
け

る
。
人
口
高
齢
化
、
増
加
す
る
流
動
人
口
、

労
働
力
人
口
の
就
業
圧
力
、
開
発
と
資
源
、

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
矛
盾
は
依
然
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
安
定
し
た
出
生
率
を
維
持

す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

象
で
あ
る
だ
け
に
、
緊
急
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

閉
顧
』
室
自
、
叩
オ

え

国
家
人
口
和
計
画
生
育
委
員
会
主
任
の
張

維
慶
氏
は
、
２
０
０
３
年
ｎ
月
泌
日
蘇
州
で

行
わ
れ
た
「
全
国
人
口
和
計
画
生
育
総
合
改

革
試
点
工
作
培
訓
班
」
の
席
上
で
、
「
中
国
は

人
口
大
国
で
あ
り
、
多
す
ぎ
る
人
口
は
最
も

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
、
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｂ
●
■
●
●
●
●
●
◆
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

（
注
）
こ
れ
ま
で
に
‐
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

７
７
０
万
人
／
年
）

究
者
．
、
研
究
機
関
に
よ
っ
て
計
画
生
育
政
●
趙
旋
に
よ
る
推
計
（
１
９
９
１
年
）
酊

策
が
中
国
の
出
生
数
、
人
ロ
総
数
に
ど
の

１
９
７
１
～
１
９
９
０
年
の
加
年
間
に

程
度
影
響
を
及
ぽ
－
）
て
き
た
か
に
つ
い
て
、

３
．
９
億
人
（
１
９
２
９
万
人
／
年
）

分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
時
点
で
●
蒋
正
華
に
よ
る
推
計
（
１
９
９
２
年
）

用
い
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
分
析
手
法
、
仮
定

”
１
９
７
１
～
１
９
８
６
年
１
．
２

の
置
き
方
に
よ
っ
て
結
果
は
以
下
の
よ
う

億
人
（
７
５
０
万
人
／
年
）

に
異
な
る
。
文
中
の
人
数
は
抑
制
さ
れ
た
●
張
ニ
カ
ほ
か
の
推
計
（
１
９
９
７
年
）

と
推
定
さ
れ
る
出
産
数
。

恥
１
９
７
４
～
１
９
９
４
年
３
．
３

億
人
（
１
５
６
３
万
人
／
年
）

●
魏
津
生
、
王
勝
今
、
解
振
明
ほ
か
の
椎
●
呉
忠
観
に
よ
る
推
計
（
１
９
９
８
年
）

計
（
１
９
９
２
年
）
岬
１
９
８
０
～
１

》
１
９
７
１
～
１
９
９
１
年
２
．
２

９
８
９
年
の
ｎ
年
間
に
計
画
生
育
に
よ

億
人
（
１
１
０
７
万
人
／
年
）

る
人
口
抑
制
効
果
は
１
．
７
６
億
人
（
１

基
本
的
で
最
も
重
要
な
国
情
で
あ
り
、
ま
た

経
済
と
社
会
の
発
展
の
制
約
条
件
と
な
る
。

今
後
と
も
人
口
発
展
戦
略
研
究
の
強
化
、
人

口
と
計
画
生
育
活
動
の
総
合
的
な
調
整
を
進

め
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

中
国
の
人
口
問
題
の
重
点
は
〃
量
か
ら
質
〃

へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
中
国
独
自
の
政

策
で
あ
る
計
画
生
育
も
今
日
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。

1５



をを育児環境i適正な
醐
訓 に紛争韮(！！

訟
丁

の

曰本赤十字九州国際看護大学教授（国際保健医療学担当）

多１脱子盲。

途
上
国
と
言
わ
ず
、
例
え
ば
、
先
進
国

で
も
東
京
の
よ
う
に
、
人
口
１
０
０
０
万

を
超
え
る
大
都
会
に
行
く
と
い
わ
ゆ
る
「
人

ロ
問
題
対
策
」
の
必
然
性
は
理
解
で
き
る
。

｜
方
、
人
ロ
密
度
が
一
一
ケ
タ
は
お
ろ
か
、

｜
ケ
タ
し
か
な
い
ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
、

そ
れ
も
都
市
圏
を
離
れ
る
と
、
こ
の
国
で

も
人
口
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
な
…
…
と
、
フ
ト
思
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
ア
フ
リ
カ
の
た
く
さ
ん
の
国
々
で
は
、

○
○
ヨ
已
一
の
メ
エ
こ
ヨ
、
。
一
団
『
一
四
コ
、
ヨ
の
「
ぬ
の
。
○
こ

（
直
訳
す
れ
ば
、
「
複
雑
な
人
道
上
の
危
機
」

で
あ
る
が
、
適
切
な
訳
語
が
な
い
の
で
、

ｃ
Ｈ
Ｅ
と
す
る
）
と
総
称
さ
れ
る
地
域
武

力
紛
争
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

不
安
定
な
地
域
一
帯
に
入
る
と
、
さ
ら
に

考
え
は
混
乱
す
る
。

1６



紛争地の子どもたちの育児環境を

〔右頁・写真〕筆者（中央）のとこ

ろに集まったアフガン難民キャンプ
の子どもたち

二
凸
●
。
■
円
■
の
○
Ｆ
■
▲
４
テ
■
■
可
‐
ぞ
や
句
Ｐ
●
■
●
●
可
』
ロ
Ｚ
●
蝉
が
■
⑪
■
Ｌ
凸
凸
二
廿
干
）
手
●
円
■
『
甘
■
。
●
可
●
凸
●
▲
‐
イ
。
◆
ゆ
ｒ
◆
Ｐ
Ｃ
■
岸
Ｐ
Ｃ
（
■
Ｂ
４
■
●
心
矼
□
■
凸
可
品
■
戸
△
■
＆
６
勺
４
は
ザ

』
・
・
的
■
Ｐ
群
巴
牙
６
Ｆ
◆
▲
■
◆
ら
び
か
■
電
ピ
Ｐ
・
Ｐ
●
‘
・
ゆ
己
６
江
◆
孝
且
企
Ｐ
二
｝
■
ひ
聿
据
０
ｓ
ウ
ヰ
◆
。
■
■
●
》
勺
守
む
び
典
①
⑰
牢
■
■
早
戸
●
白
◆
で
●
●
丈
●
。
●
■
巴
●
甲
■
●
い
●
■
。
■
■
代
●
狂
Ｄ
Ｃ
凸
■

「
わ
た
瞳
は
｝
幽
鐵
蕪
上
郡
羨
義
●
服
灘
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
（
産
生
す
る
曄

二
◆
わ
、
■
甘
》
戸
４
可
十
』
●
で
世
Ｐ
ｂ
ザ
勺
』
可
■
・
］
Ｐ
〒
己
■
向
い
●
■
冬
伯
■
十
二
Ｓ
■
．
凸
面
と
０
が
■
４
Ⅲ
可
。
Ｂ
三
。
●
●
⑭
句
■
■
■
■
。
』
■
甲
申
辛
■
■
Ｂ
。
■
◆
ぜ
易
６
中
Ｂ
ｌ
Ｃ
ｒ
ウ
合
ひ
も
ｎ
Ｆ
》

▲
ぐ
●
田
卓
守
守
▲
●
牙
印
●
Ｌ
ｒ
●
◆
●
■
す
■
。
Ｕ
●
ロ
俎
但
■
路
▲
■
Ｌ
■
■
Ｓ
●
の
⑥
●
凸
ｓ
－
９
■
●
｜
巳
二
心
■
こ
◆
印
■
研
■
。
’
１
一
己
□
・
】
■
や
い
◇
い
い
、
■
凸
一
一
■
（
｜
巳
８
弓
◆
で
葛
●
卍
Ｇ
■
ワ

１
９
８
８
年
、
い
●
ま
考
え
て
み
れ
ば
．
・
わ
た
が
、
そ
の
前
兆
は
、
加
年

が
国
の
紛
争
地
関
与
の
さ
き
が
け
プ
ロ
ジ
ェ
代
前
半
か
ら
の
西
欧
側
の
反

●
ク
ト
だ
っ
た
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
。
ヘ
ル
シ
ャ
ソ
・
ゲ
リ
ラ
（
現
地
で
は
ム

ワ
ー
ル
に
新
設
さ
れ
た
ユ
ニ
セ
フ
・
ア
フ
ガ
ジ
ャ
ヒ
イ
デ
イ
ー
ン
）
育
成

ン
事
務
所
で
勤
務
す
る
機
会
を
得
た
。
当
時
、
に
始
ま
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

人
口
１
５
０
０
万
程
度
と
推
定
さ
れ
た
ア
ブ
１
９
８
０
年
代
を
通
じ
て
繰

ガ
ニ
ス
タ
ン
国
民
は
、
３
５
０
万
人
が
東
隣
り
広
げ
ら
れ
た
米
ソ
代
理
戦

り
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
、
他
の
２
０
０
万
ほ
ど
争
の
結
果
が
、
現
在
に
至
る

は
西
隣
り
の
イ
ラ
ク
に
難
民
と
し
て
流
出
し
ま
で
、
不
名
誉
な
が
ら
、
最

て
い
た
。
つ
ま
り
、
国
民
の
３
分
の
１
は
国
大
数
を
誇
る
膨
大
な
ア
フ
ガ

を
離
れ
て
い
た
。

ン
難
民
創
出
で
あ
っ
た
と
い

男
え
ろ
）
。

１
９
７
９
年
、
月
の
ソ
ビ
エ
ト
軍
侵
攻
が
、

い
わ
ゆ
る
ア
フ
ガ
ン
問
題
の
始
ま
り
で
は
あ
っ
ペ
ル
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
は
ず
れ

●喜多悦子(きた･えつこ）

<現職>日本赤十字九州国際看護大学教授

（国際保健医療学担当)、早稲田大

学大学院アジア太平洋開発センター

客員教授。ジョンズ・ホプキンス

大大学院上級研究員。医学灘士。

<学歴>奈良県立医科大学卒業後、ジョン

ズ・ホプキンス大学院特別研修生。

<職歴>厚生技官、文部技官の後、中日友

好病院国際協力事業団派遣専門家。

ＵＮＩＣＥＦアフガン事務所保健

栄養担当官、ＷＨＯ緊急人道援助

部フィールド・サポート課長、国

立国際医療センター国際協力局派

遣協力課長、曰本赤十字社国際部

へルス・コーディネーターなどを

経て現職。

<受賞>大山健康財団奨励賞(2002年)、エ

イポン女性大賞(同年)、国際ソロ

プチミスト福岡｢女性栄誉賞」（2003

年)、国際ソロプチミスト｢干嘉代

子大賞」（同年）

<著書>青山温子､原ひろ子共著｢ジェンダー

と健康」（有斐閣､2001年)ほか。「経

済開発とエイズ｣西川潤共訳(東洋

経済新報社、2001年)ほか。

ペ
ル
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
は
ず
れ
に
あ
る
チ
ャ

カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
ロ
ザ
リ
ン
夫
人
と
カ

チ
ャ
ガ
リ
を
訪
れ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い

ガ
リ
難
民
は
、
そ
の
頃
、
も
っ
と
も
有
名
な

キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
。
帥
年
代
後
半
か
ら
難
民

や
支
援
活
動
激
励
の
た
め
に
、
カ
ー
タ
ー
大

統
領
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
首

相
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ

副
大
統
領
（
現
大
統
領
の
父
）
ら
が
、
続
々

と
訪
問
し
て
い
た
。

戦場に立つ少年兵（アフガンのムシヤヒイディーンで1989年写す）
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う
の
を
聞
い
た
。

視
察
を
終
え
た
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
、
ふ

と
、
か
た
わ
ら
の
ア
フ
ガ
ン
男
性
に
た
ず
ね

た
と
い
う
。

「
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？
」

凛
々
し
く
精
神
勇
猛
な
ム
ジ
ャ
ヒ
ィ
デ
ィ
ー

ン
は
、
胸
に
手
を
置
い
て
丁
寧
に
答
え
た
。

「
わ
た
し
は
、
祖
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
共

産
主
義
者
を
や
っ
つ
け
て
い
ま
す
」

次
い
で
、
ロ
ザ
リ
ン
夫
人
が
、
同
じ
く
か

た
わ
ら
の
女
性
に
た
ず
ね
た
。

「
あ
な
た
は
何
を
す
る
人
で
す
か
？
」

チ
ャ
ド
ル
（
大
判
の
ス
カ
ー
フ
）
を
被
っ

た
女
性
が
、
誇
ら
し
げ
に
答
え
た
。

「
わ
た
し
は
、
そ
の
ム
ジ
ャ
ヒ
ィ
デ
ィ
ー
ン

を
産
む
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
）
人
で
す
」

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
当
時
、
「
男
性
と
女
性

が
同
時
に
外
国
人
を
迎
え
る
」
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
、
な
か
っ
た
か
ら
、
お
か
し
い
と
い

う
人
も
い
る
。
が
、
こ
の
対
話
に
含
ま
れ
る

意
味
は
、
そ
の
後
、
何
度
も
ア
フ
リ
カ
の
紛

争
地
で
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
・
ユ
ニ
セ
フ

の
保
険
栄
養
担
当
官
の
主

た
る
仕
事
は
、
予
防
接
種

率
の
向
上
で
あ
っ
た
。
難

民
キ
ャ
ン
プ
は
、
パ
キ
ス

タ
ン
政
府
難
民
管
理
局
と

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）
が
共
同
で
管
理
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
中
の
保

健
医
療
専
門
家
と
協
力
し

て
、
計
画
を
立
て
る
の
が

最
初
の
仕
事
だ
っ
た
。
当

時
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
、

３
５
０
の
難
民
キ
ャ
ン
プ

が
開
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、

平
均
１
キ
ャ
ン
プ
に
１
万

人
程
度
が
住
む
と
い
う
計

画
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は

な
い
は
ず
だ
っ
た
。
小
児
科
医
時
代
の
数
年

間
、
大
阪
近
郊
の
母
子
保
健
巡
回
に
関
与
し

て
い
た
し
、
世
界
保
健
機
関
（
以
下
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
政
策
は
理
解
で
き
て
い
た
し
、
資
金

甲
■
鷺
守
①
位
６
角
◆
●
己
‐
▽
寺
◆
』
エ
「
』
（
仇
‐
》
負
少
Ｑ
中
一
▲
｜
◆
』
ｚ
●
巴
企
一
堂
⑪
・
一
Ｊ
］
碑
⑤
▼
■
■
０
５
」
。
了
⑪
缶
邑
⑰
◆
戸
●
己
ら
ち
●
巴
■
■
■
可
強
Ｏ
ｑ
Ｈ
字
位
■
■
■
●
の
＄
■
ザ
。
江
■
勺
ろ
９
の
６
白
●
、
。
■
Ｈ
や
く
０
曰
く
千
鋲
●
や
■
□
◆
エ
ロ
サ
ニ
ー
ー

ロ
。
コ
マ
ｄ
虫
■
●
■
召
●
Ｆ
ｄ
ｑ
⑭
●
６
◆
。
」
』
庁
Ｓ
ｃ
甘
←
め
げ
咀
色
』
戦
津
。
（
五
も
・
三
ｑ
口
Ｌ
■
⑯
◇
●
⑰
■
｜
｜
◆
■
▲
ｃ
Ｐ
▲
己
●
弟
。
■
●
◆
●
■
Ｓ
■
●
Ｐ
▲
虚
⑪
句
●
泄
０
●
■
寺
．
Ⅲ
。
■
し
□
①
企
Ｐ
眼
年
●
■
⑥
頂
⑤
■
ｑ
毎
■
■
白
●
△
千
Ｏ
Ｌ
子
①
●
屯
琲
十
‐
‐

｜
大
一
一
一
二
○
撞
一
鐺
鰯
蝋
鑑
識
蕊
識
》
灘
蝋
綴
識
蕊
》
蕊
一
蕊
蕊
蕊
識
懲
聴

且
已
須
●
企
リ
。
◆
Ｑ
＋
←
午
一
心
・
◆
◆
ｂ
Ａ
●
Ｐ
ｖ
』
ひ
ゆ
げ
●
い
し
■
江
■
伍
呂
■
■
騏
●
伊
己
中
予
■
卒
呵
』
凸
■
」
Ｐ
●
●
０
■
合
◆
企
■
■
●
吟
●
●
句
●
●
■
Ｐ
●
由
●
●
召
ご
勺
⑪
芦
ら
Ｃ
Ｏ
■
●
白
‐
■
●
か
■
缶
■
の
■
白
古
芭
Ｐ
白
ざ
伐
郛
ｑ
■
■
●
●

は
潤
沢
で
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
っ
て
い
た
。

ア
フ
ガ
ン
の
人
々
が
西
と
東
に
別
れ
て
避

難
し
た
理
由
は
、
同
じ
イ
ス
ラ
ム
で
あ
っ
て

民家に潜む母子たち（アフガンで1990年写す）
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紛争地の子どもたちの育児環境を

実
際
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
中
に
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
が
外
国
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
人

も
多
い
し
、
年
配
の
難
民
は
、
自
分
が
「
国

境
を
越
え
て
避
難
し
て
い
る
か
ら
難
民
」
と

も
、
片
や
ス
ン
ニ
派
、
他
は
シ
ー
ア
派
と
い

う
違
い
と
と
も
に
、
や
が
て
外
部
者
の
わ
た

し
に
も
鑑
別
可
能
に
な
っ
た
ア
フ
ガ
ン
の
複

雑
な
民
族
性
に
も
よ
る
。
そ
の
一
つ
の
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ン
の
人
々
は
、
古
来
、
い
ま
の
パ
キ

ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
分
け
る
国
境

地
帯
に
住
ん
で
い
た
う
え
、
遊
牧
を
生
業
と

す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
に
と
っ

て
は
、
ど
ち
ら
の
国
土
で
あ
れ
、
自
分
た
ち

が
自
由
に
動
い
て
き
た
土
地
で
あ
り
、
誰
か

が
こ
こ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
呼
ぼ
う
が
、

あ
っ
ち
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
し
よ
う
が
、
わ
れ

ら
が
生
活
圏
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ

た
。二
つ
の
国
は
、
あ
ま
り
仲
は
良
く
な
い
が
、

人
々
は
難
民
を
阻
害
す
る
こ
と
も
な
く
、
血

の
繋
が
っ
た
遠
縁
的
感
覚
で
受
け
入
れ
て
い

た
の
も
、
膨
大
な
数
の
人
々
が
、
か
く
も
長

期
間
留
ま
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
も
、
そ
の

よ
う
な
経
緯
を
知
る
と
納
得
が
ゆ
く
。

１
９
９
０
年
代
後
半
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
勤
務
時
に

は
、
ア
フ
リ
カ
大
湖
沼
地
帯
国
の
紛
争
地
へ

の
関
与
が
多
か
っ
た
。
こ
の
一
帯
は
、
１
９

９
４
年
の
ル
ワ
ン
ダ
の
人
道
的
危
機
で
世
界

の
注
目
を
浴
び
た
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
長
い

期
間
も
、
あ
ち
こ
ち
で
「
ｚ
○
二
閂
百
三
・
勺
の
ｇ
①

（
戦
争
で
も
平
和
で
も
な
い
）
」
状
態
は
続
い

て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
は
、
最
近
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
よ
う
に
、
大
国

が
爆
撃
機
で
攻
撃
す
る
規
模
で
も
な
け
れ
ば
、

同
じ
地
域
で
長
期
間
の
武
力
行
使
が
続
く
こ

い
う
感
覚
を
も
た
な
い
人
も
少
な
か
ら
ず
い

た
。
血
縁
関
係
、
｜
族
の
連
帯
は
強
く
、
そ

れ
ぞ
れ
微
妙
で
多
様
な
民
族
性
血
族
性
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
た
。
〔
民
族
・
血
族
性
×
地
域

性
×
宗
教
の
微
細
な
セ
ク
ト
ー
難
民
集
団
〕

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
、

決
し
て
援
助
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
援
助
者
の
都
合

で
人
口
が
配
分
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、
あ
る
キ
ャ
ン
プ
に
は

ｎ
万
以
上
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
が
住
ん
で
い
る

紛
争
地
》
の
（
》
悪
一
選
一
壱
｛
（
だ
一
｛
澄
慧
蕊
慰
霊
蕊
露
瀦
蕊
懸
蕊

そ
ん
な
中
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
同
じ

よ
う
に
、
子
ど
も
を
生
み
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
女
性
が
お
り
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
荒
廃
し
た
環
境
で
育
つ
。
荒
廃
し
て

い
る
の
は
、
単
に
物
理
的
に
破
壊
さ
れ
た
街

で
は
な
く
、
問
題
は
周
囲
の
大
人
た
ち
の
心

な
の
だ
。

と
も
な
い
。
し
か
し
、
外
部
の
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
な
い
限
り
、
自
彊
冒
二
の
曰
の
侭
の
ご
Ｑ

（
忘
れ
ら
れ
た
緊
急
事
態
）
だ
。

の
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
ー

レ
ベ
ル
の
施
設
す
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
援
助
経
験
の
豊
富
な
オ
ラ
ン
ダ
人

助
産
師
の
助
け
を
借
り
て
、
母
子
保
健
セ
ン

タ
ー
開
設
を
計
画
し
た
。
あ
と
数
日
で
開
業

と
い
う
頃
の
夕
刻
、
自
宅
に
電
話
が
あ
っ
た
。

「
ハ
ロ
ー
」
と
よ
び
か
け
た
。

「
目
巨
ご
Ｃ
こ
（
殺
す
）
一
」
と
一
言
。

そ
の
計
画
は
、
３
ヵ
月
後
、
名
前
を
変
え

て
始
め
ら
れ
た
が
、
女
性
、
人
口
に
手
を
出

す
と
い
う
こ
と
は
、
命
が
け
で
も
あ
っ
た
。

１９
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紛
争
地
は
、
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
広
が
り
を
食
い
止

め
る
こ
と
が
困
難
だ
が
、
あ
え

て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
＋
の
男
性
が
、
対

立
集
団
の
女
性
を
レ
イ
プ
す
る

例
も
耳
に
し
た
。
病
ん
で
い
る

の
は
身
体
だ
け
で
な
く
人
々
の

精
神
か
も
し
れ
な
い
。
ナ
イ
ロ

ビ
大
学
小
児
科
名
誉
教
授
が
い
っ

た
。「
紛
争
に
ま
み
れ
た
ア
フ
リ
カ

は
、
食
糧
や
水
、
医
療
と
い
っ

た
緊
急
援
助
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、

も
う
、
そ
れ
だ
け
で
は
生
き
延

び
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
」

「
暴
力
と
殺
戦
が
蔓
延
し
た
た

め
、
素
朴
で
も
伝
統
的
な
文
化

を
持
っ
て
い
た
地
域
社
会
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」

「
私
た
ち
に
必
要
な
も
の
は
、

身
体
の
栄
養
だ
け
で
な
く
、
こ

こ
ろ
の
栄
養
な
の
で
す
」

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
公
衆
衛
生
大
学
院
名
誉
教
授
カ
ー
ル
・
テ
ー

ラ
ー
は
い
う
。

「
子
ど
も
た
ち
は
、
ふ
さ
わ
し
い
環
境
で
育

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
社
会
人
と
な
る
が
、

紛
争
地
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
環

境
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
簡
単
に
紛
争

要
員
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
」

し
か
し
、
テ
ー
ラ
ー
名
誉
教
授
は
、
こ
う

付
け
加
え
た
。

「
子
ど
も
た
ち
は
柔
軟
だ
。
適
切
な
環
境
に

お
か
れ
れ
ば
、
短
時
間
に
適
応
で
き
る
」

田
舎
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
小
さ
く
と
も

銃
器
と
い
う
、
目
に
見
え
る
権
力
が
人
々
を

威
圧
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
強
さ
が

求
め
ら
れ
、
強
い
男
性
に
な
る
で
あ
ろ
う
男

児
の
出
生
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
も
稀
で
な
い
。

ア
フ
リ
カ
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

長
い
時
間
を
必
要
す
る
が
、
適
正
な
育
児
環

境
を
整
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。iii
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１鰄誌峅人ﾛと開発』投稿論文を雛
ﾄ竿国菫と馴鰯鰄医'鰯漁衰鯛｜’のを優先いたします｡原則として掲載は各号1篇原稿用紙400字詰めで20枚(8000字)。，

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｅ

財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします。原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

Ｌ
ｌ
「
‐
ｌ
‐
１
１
１
１

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による
異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので
す。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください｡投稿の際には原稿と同時に､応募者の略歴(写
真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。振るってご応募下さ
い。

Ｌ￣－－－－－－－－－－－－－－２＝－－－－－－－－－－－■＝－－－－－＝=－－－－－－－－＝=－－－－－－－－－－－一一一一一
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広壽瀬氏は顧問にア゛､1.-．＝由１鈩・宅,>､-５

瀞 七 …
…

体
制
を
決
め
た
。

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
は
２
月
、
日
、
評
議
員
会
及
び
理

事
会
を
開
き
Ⅱ
写
真
、
平
成
珀
年
か
ら
の
新

Rｏｎ

処

矛芳

ｐ

jUdqF〆.．
▲

-－ －－

Ｆ:､..:I::ョ

■
■
■
■

な
ど
の
理
由
か
ら
３
月
ｎ
日
付
で
退
任
。

後
任
に
は
広
瀬
氏
の
強
い
推
薦
で
尾
崎
美

千
生
氏
を
選
任
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
１
９
８
２
年
に
発
足
以
来
、

歴
代
理
事
長
を
補
佐
し
て
き
た
常
務
理
事
・

事
務
局
長
の
広
瀬
次
雄
常
務
が
、
健
康
上

社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

多
数
の
会
議
に

尾
崎
氏
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

嘱
託
で
広
報
担
当
。
早
大
政
経
学
部
卒
後
、

１
９
６
２
年
毎
日
新
聞
社
入
社
、
政
治
部
副

部
長
、
世
論
調
査
部
長
兼
人
口
問
題
調
査
会

幹
事
。
休
職
後
、
日
本
政
府
国
連
代
表
部
専

門
調
査
員
、
妬
年
毎
日
新
聞
社
を
定
年
退
職

後
、
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ
イ
セ

フ
）
入
団
、
朗
年
国
際
協
力
機
構
に
移
り
、

■
；国
際
的 K=

ロに
濡
魑
⑨
鳫
傭
倒
燭

社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
国
際
会
議

に
参
加
し
た
。
１
９
３
７
年
高
知
県
出
身
。

退
任
し
た
広
瀬
氏
は
黒
田
俊
夫
、
近
泰
男
、

桜
井
新
、
谷
津
義
男
氏
ら
多
数
の
理
事
の
推

挙
を
受
け
、
中
山
理
事
長
が
顧
問
に
指
名
し

た
。
ま
た
、
堀
義
泰
評
議
員
の
原
子
力
産
業

会
議
専
務
理
事
の
退
任
に
伴
う
後
任
に
は
、

同
会
議
専
務
理
事
に
就
任
し
た
山
本
康
典
氏

が
推
薦
さ
れ
た
。

早
大
商
学
部
卒
。
日
本
オ
イ
ル
シ
ー
ル
エ

業
㈱
入
社
、
１
９
６
８
年
櫛
日
本
原
子
力
産

業
会
議
、
的
年
勵
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財

団
へ
。
朗
年
同
財
団
企
画
部
長
、
弘
年
事
務

局
次
長
兼
事
業
部
長
、
Ⅲ
年
常
務
理
事
・
事

務
局
長
、
佃
年
６
月
専
務
理
事
。
１
９
４
０

年
６
月
生
ま
れ
。 蕊霧

新
評
議
員
に

山
本
康
典
氏

（
や
ま
も
と
．

み
ち
お
き
）

日
本
オ
イ
ル
シ
ー
ル
工

燭
厩
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この道に終わりはない
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迄二コ りぱlない

鑓鍵 広瀬路線を引き継ぎ新体制

人
口
問
題
に
つ
い
て
は
岸
、
福
田
元
両
首

相
の
薫
陶
を
受
け
た
佐
藤
代
議
士
は
、
擢
子

夫
人
の
母
堂
が
新
潟
県
助
看
保
（
助
産
師
、

看
護
師
、
保
健
師
）
協
会
の
会
長
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
生
来
の
情
熱
家
、
斤
効
素
に
伯

な
間
柄
だ
っ
た
。

歴
代
理
事
長
の
片
腕
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

を
牽
引
し
て
き
た
広
瀬
次
雄
氏
の
足
跡
は
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
・
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
設
立
さ
れ

る
前
年
の
１
９
８
１
年
秋
、
佐
藤
隆
代
議
士

（
元
農
水
大
臣
）
の
要
請
で
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
財

団
設
立
に
奔
走
し
て
以
来
卯
余
年
、
「
佐
藤
隆

さ
ん
あ
っ
て
の
私
」
が
広
瀬
氏
の
口
癖
だ
っ

た
が
、
海
軍
航
空
隊
同
期
の
桜
お
一
一
人
の
関

係
は
、
同
期
の
桜
の
歌
詞
そ
の
も
の
の
よ
う

灘

、
生
来
の
情
熱
家
、
行
動
家
に
拍

車
が
か
か
り
、
｜
途
に
地
球

規
模
の
人
類
の
福
祉
問
題
に

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

露
佐
藤
代
議
士
の
相
談
役
だ
つ

次
た
広
瀬
氏
は
黒
子
に
徹
し
た

噸
が
、
在
任
中
は
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
国
会
議
員
代
表

幸
且
云
議
」
（
通
称
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会

議
）
を
ｎ
回
開
催
、
３
年
に
一
度
開
か
れ
る

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
）
」
に
も
関
与
し
、

ア
ジ
ア
国
会
議
員
の
人
口
・
開
発
問
題
の
啓

蒙
に
力
を
注
い
で
き
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
関
連

の
会
議
だ
け
で
も
布
回
を
超
え
、
世
界
規
模

の
国
際
会
議
は
釦
回
に
の
ぼ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

は
政
府
の
委
託
調
査
を
中
心
に
釦
回
近
く
の

調
査
を
実
施
し
、
ア
ジ
ア
を
く
ま
な
く
踏
査

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
報
告
書
と
と
も
に
、
自
主
研
究
、

リ
ソ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
２
５

０
種
類
以
上
の
出
版
物
、
年
４
回
の
機
関
誌

を
銅
年
に
わ
た
っ
て
発
行
し
て
い
る
。

２
０
０
１
年
に
は
日
本
財
団
補
助
事
業
成

果
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
ｎ
世
紀
の
人
口
・
食

糧
戦
略
」
が
公
益
福
祉
事
業
部
門
で
ベ
ス
ト

ヒ
ッ
ト
賞
を
受
賞
。
文
部
省
の
人
口
・
開
発

に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
は
、
優
秀
映
像
教
材
選

奨
社
会
教
育
部
門
で
、
３
回
に
わ
た
っ
て
受

賞
し
て
い
る
．

こ
の
よ
う
に
会
議
関
連
事
業
１
３
５
回
、

調
査
事
業
別
回
、
出
版
物
３
４
０
冊
以
上
に

の
ぼ
り
、
全
事
務
局
で
６
人
と
い
う
少
人
数

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
最
大
限
の

活
動
を
続
け
て
き
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
一
昨
年
、

創
立
加
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
に
は
政
府

幹
部
も
出
席
し
て
、
そ
の
貢
献
を
た
た
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
特
筆
す
べ
き
国
際
活
動
と
し

て
、
①
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
財
団
）
に
対
す
る

平
和
活
動
と
し
て
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
府
拠
出
金
の

促
進
②
人
口
問
題
議
員
組
織
と
し
て
世
界
の

先
陣
を
切
っ
た
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
」
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
、
超
党
派
国
会
議
員
１
４
０

名
で
組
織
）
の
事
務
局
と
し
て
下
支
え
を
し

て
き
た
こ
と
だ
。

◆
◆

基
礎
固
め
を
終
蘂
え
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
の
〃
成
人
式
〃
を
終
え
、
こ
れ
か

ら
人
類
が
直
面
し
て
い
る
人
口
を
中
心
と
し

た
地
球
環
境
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
緊
急
課
題
、
と
り

わ
け
、
わ
が
国
の
少
子
・
高
齢
化
問
題
解
決

に
、
い
か
に
効
果
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

ま
さ
に
広
瀬
氏
の
言
わ
れ
る
「
こ
の
道
に

終
わ
り
は
な
ど
１
．
職
員
一
同
い
よ

い
よ
新
体
制
の
下
に
強
い
団
結
で
揺
る
ぎ
な

い
前
進
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
石
橋
武
之
）
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国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
は
１
月
〃
日
、
キ
ャ
ピ
ト

ル
東
急
で
総
会
を
開
催
し
、

会
員
・
代
理
出
席
を
含
め
４

名
が
参
加
し
た
。

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長

の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
谷

津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
・

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
か
ら
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
ど
の
活
動
報
告
お
よ
び

今
後
の
活
動
予
定
が
報
告
さ

れ
た
．
次
い
で
昨
年
ｎ
月
に

ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
し
た
「
第

四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
に

新■人口懇
メンバー三は.■

１１２２人二J

参
加
し
た
清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
局
長

か
ら
同
会
議
の
報
告
、
長
浜
博
行
会
員
か
ら

は
南
部
ア
フ
リ
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
国
会
議

員
派
遣
報
告
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

総
会
で
は
、
講
師
に
著
名
な
地
球
物
理
学
者

で
あ
る
松
井
孝
典
・
東
京
大
学
教
授
を
招
き
、

「
こ
の
地
球
は
普
遍
か
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
た
。
こ
の
講
演
で
松
井
教
授
は
’
宇
宙

か
ら
見
た
地
球
，
と
い
う
人
口
問
題
に
対
す

る
新
た
な
視
点
を
提
起
し
た
ｌ
左
頁
に
要
旨
。

ま
た
、
昨
年
ｎ
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選

挙
の
結
果
に
伴
い
、
人
口
懇
役
員
の
選
出
が

行
わ
れ
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
、
引

退
お
よ
び
公
務
の
た
め
犯
名
の
メ
ン
バ
ー
が

退
会
し
、
新
た
に
泌
名
が
入
会
さ
れ
た
。
新

し
い
人
口
懇
メ
ン
バ
ー
は
１
２
２
名
。
役
員

は
上
の
表
の
通
り
。
（
◎
は
新
任
）

長浜議員(民芒主二二一q￣

衆)の派遣報告も
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｢懇談会裕員１

役職 議員名 政党 役職 議員名 政党

顧問

顧問

会長

会長代行

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

衆・土井たか子

衆・羽田孜

衆・中山太郎

衆・鹿野道彦

衆・森山眞弓

衆・鮫島宗明◎

参・桜井新

参・関谷勝嗣

参・広中和歌子

参・南野知惠子◎

民
主
民
主
・
民
主
民
民
主
民

社
民
自
民
自
民
自
自
民
自

幹事長

副幹事長

副幹事長

幹事

幹事

幹事

幹事

事務総長

副事務総長

衆・谷津義男

衆・熊代昭彦◎

衆・福島豊◎

衆・能勢和子◎

参・大渕絹子

衆・長浜博行◎

衆・佐藤謙一郎

参・清水嘉与子

自民

自民

公明

自民

無所属

民主

民主

自民

｢部会役員１

役職 議員名 政党 役職 議員名 政党

国際協力

会長

副会長

国内対策

会長

副会長

衆・谷津義男

衆・斉藤鉄夫

参・太田豊秋◎

部会長指名

民
明

自
公

眠
一

女`性問題

会長

副会長

地球規模問題

会長

副会長

参・南野知惠子

部会長指名

衆・熊代昭彦◎

部会長指名

眼
一
眼
一



｢この地球は普遍か」

「
こ
の
地
球
は
普
遍
か
」
・

■
■
～
字
間
伽
ら
見
た
地
球
と
人
口
問
題
■
（
要
旨
）
～

妬
億
年
前
、
粒
子
と
ガ
ス
が
混
沌
と
存
在

す
る
銀
河
系
で
地
球
と
い
う
生
命
の
惑
星
が

生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
人
類
が
生
ま
れ
、
文
明

を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
現
在
の
人

間
社
会
や
そ
こ
で
の
現
象
を
、
宇
宙
か
ら
傭

撤
し
て
見
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
の
か
、
そ
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
普
遍
性
を
追
求
す
る
考
え
方
で
す
。

一
般
に
、
普
遍
性
と
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

勝
る
価
値
観
で
あ
り
、
時
間
、
場
所
、
現
象

に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
な
く
成
立
す
る
思

考
法
で
す
。
こ
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
別
世

紀
ま
で
、
物
理
学
や
化
学
を
は
じ
め
、
多
く

の
学
問
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
生
人
類
は
十
数
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で

誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
他
の
人
類
、

他
の
生
物
同
様
、
狩
猟
採
集
型
の
生
活
を
し
、

〃
地
球
〃
と
言
う
シ
ス
テ
ム
の
中
で
生
物
圏
の

宙
奎
泉
大
学
教
授
松
井
孝
典

一
種
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
狩
猟
採

集
型
生
活
は
、
そ
の
地
域
で
生
態
系
が
持
つ

扶
養
能
力
に
よ
っ
て
扶
養
可
能
な
人
口
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
生
人
類
は
〃
お

ば
あ
さ
ん
〃
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
人
口
が
増

加
す
る
宿
命
に
直
面
し
ま
す
。
人
口
が
増
え

る
と
人
類
は
必
然
的
に
世
界
各
地
に
拡
散
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
今
日
ま
で
右

肩
上
が
り
で
人
口
が
増
加
し
て
き
た
の
で
す
。

生
物
圏
の
一
部
と
し
て
、
地
球
上
で
生
存

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
口
は
５
０
０
万
～
１
，

０
０
０
万
人
で
す
が
、
現
在
、
世
界
中
に
約

、
億
人
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
現
生

人
類
が
、
１
万
年
く
ら
い
前
か
ら
農
耕
牧
畜

型
の
生
活
を
し
始
め
、
生
物
圏
の
一
部
と
い

う
存
在
か
ら
離
脱
し
地
球
シ
ス
テ
ム
の
中
に

〃
人
間
圏
〃
を
作
り
出
し
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
人
間
圏
に
新
た
に
地
球
シ
ス
テ

ム
の
物
質
循
環
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
を
持
ち

込
む
こ
と
で
、
本
来
地
球
が
扶
養
し
き
れ
な

い
規
模
の
人
口
を
生
存
可
能
に
し
て
き
た
の

で
す
。
そ
し
て
文
明
を
築
き
、
宇
宙
を
認
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

皮
肉
な
こ
と
に
、
地
球
や
地
球
生
命
は
極
め

て
特
殊
か
も
知
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

人
間
圏
や
そ
れ
を
構
成
す
る
現
生
人
類
も
、

地
球
と
い
う
あ
る
限
定
的
な
条
件
下
で
し
か

存
在
し
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
地
球
自

体
も
生
命
を
育
む
惑
星
と
し
て
は
特
殊
な
惑

星
と
い
え
ま
す
。

人
口
問
題
も
然
り
で
す
。
現
生
人
類
と
い

う
特
殊
な
人
類
に
固
有
な
現
象
で
す
。
そ
れ

は
、
人
間
圏
の
内
部
構
造
・
シ
ス
テ
ム
に
関

わ
る
複
雑
な
事
象
で
あ
り
、
普
遍
性
と
い
う

思
考
法
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

人
口
問
題
を
含
め
、
わ
れ
わ
れ
人
間
圏
に

存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
議
論
す
る
時
に

は
、
そ
の
問
題
か
ら
少
し
距
離
を
置
き
、
宇

宙
か
ら
地
球
や
人
類
を
傭
腋
す
る
と
い
う
視

点
で
問
題
を
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
、
結
構
な
こ
と

ｌ
黒
田
、
南
野
両
氏
大
阪
市
民
に
訴
え
る

少
子
高
齢
化
の
波
は
い
っ
こ
う
に
衰
え
そ

う
に
な
い
。
合
計
特
殊
出
生
率
（
｜
人
の
女

性
が
一
生
の
間
に
産
む
平
均
子
供
数
）
は
１
・

訓
と
、
年
々
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。
「
果

た
し
て
こ
の
ま
ま
で
ニ
ッ
ポ
ン
の
将
来
は
ど

う
な
る
の
か
」
と
い
う
心
配
が
国
じ
ゅ
う
を

覆
い
、
政
治
も
経
済
も
一
種
の
行
き
詰
ま
り

を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
世
論
を
国
民

は
ど
う
受
け
止
め
た
ら
い
い
の
か
。
ア
ジ
ア

人
口
開
発
協
会
は
、
帽
年
度
の
年
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
「
少
子
高
齢
化
」
の
焦
点
を
当

て
た
セ
ミ
ナ
ー
を
各
地
で
開
い
て
き
た
。

今
回
の
大
阪
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
の
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
。
３
月
泌
曰
の
日
曜
日
会
場
の
毎

曰
新
聞
大
阪
本
社
「
オ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
」
に

は
熱
心
な
市
民
が
駆
け
つ
け
、
講
師
の
曰
本

大
学
人
ロ
研
究
所
名
誉
所
長
の
黒
田
俊
夫
氏

と
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
副
会
長
の

南
野
知
恵
子
参
議
院
議
員
の
熱
弁
に
聞
き
入
っ

た
。
以
下
、
お
２
人
の
先
生
の
講
演
を
要
約

し
、
誌
面
再
録
し
て
み
た
。
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「
少
子
高
齢
化
は
大
変
な
問
題
だ
」
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
何
が
問
題
な
の
か
。
自
分
た

ち
が
持
っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
の
情
報
が
ど

れ
だ
け
信
憩
性
が
あ
る
か
と
疑
問
に
思
い
ま

選
択
肢
の
先
端
を
行
く
曰
本

熱心に聞く聴衆

せ
ん
か
。
政
府
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
メ

デ
ィ
ア
は
「
少
子
高
齢
化
」
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
が
、
な
ぜ
心
配
な
の
か
。
そ
の
心
配

の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
少

子
高
齢
化
と
は
人
類
が
地
球
上
に
生
存
し
続

け
る
最
後
の
選
択
肢
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
世
界
中
が
今
、
こ
う
し
た
問
題
に
直
而

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
こ
の
選
択
肢
の

先
端
を
い
っ
て
い
る
国
な
の
で
す
。
日
本
も

あ
と
４
～
５
年
で
人
口
減
少
が
始
ま
る
で
し
ょ

う
。
少
子
化
が
進
む
一
方
で
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
資
源
の
限
界
や
食

糧
問
題
を
含
め
、
こ
の
観
点
か
ら
日
本
の
問

題
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

日
本
の
高
齢
化
の
速
度
は
も
の
す
ご
い
で

す
。
政
府
は
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
た
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
形
を
正
三
角
形
に
逆
転
さ
せ
る

べ
く
、
海
外
か
ら
専
門
家
を
招
聰
し
た
り
し

て
い
ま
す
が
、
い
っ
こ
う
に
逆
転
の
気
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
で
す
。
い
ま
の
日
本
と

人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
現
象
を
ご
存
知
で

す
か
。
戦
後
、
日
本
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
１

年
間
に
２
７
０
万
人
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
３

年
間
に
８
０
０
万
人
で
す
。
い
ま
は
１
年
間

に
１
０
０
万
人
で
す
よ
。
こ
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
は
日
本
の
高
度
成
長
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
経
済
復
興
に
必
要
な
若
い
労

働
力
が
確
保
さ
れ
た
の
で
し
た
。

出
生
率
を
抑
え
、
人
口
を
抑
え
る
こ
と
は
、

人
類
に
与
え
ら
れ
た
最
後
の
機
会
な
の
で
す
。

こ
の
ボ
ー
ナ
ス
を
生
か
す
意
外
に
人
類
は
生

存
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
上
、
経
験

し
て
い
な
い
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
状

況
の
中
で
、
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
〃
少
子

少
子
化
と
い
う
動
き
は
、
人
類
を
救
う
道
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
か
ら
。
子
供
を

産
む
の
は
女
性
で
す
。
今
の
日
本
の
少
子
化

と
高
齢
化
と
い
う
動
き
は
人
類
を
救
う
道
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
な
か
っ

た
ら
、
人
類
は
遠
か
ら
ず
滅
亡
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
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化
・
高
齢
化
〃
と
い
う
情
報
を
ど
う
理
解
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
刀
年
前
の
乳
児
死
亡
率
は
約
１
２

０
人
（
出
生
乳
児
１
０
０
０
人
の
う
ち
、
１

年
未
満
で
死
亡
す
る
人
数
）
で
し
た
。
現
在

は
３
人
で
す
。
現
在
の
釦
倍
以
上
の
赤
ち
ゃ

ん
は
死
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。
人
々
は
、
こ

の
現
状
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

い
ま
や
、
日
本
の
乳
児
死
亡
率
は
３
．
１
で

す
。
戦
前
は
産
ま
れ
た
子
供
が
３
～
５
歳
に

私
は
こ
の
少
子
高
齢
化
を
ど
の
よ
う
に
現

状
を
読
み
取
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
看
護
師

と
い
う
立
場
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
少
子
社
会
、
高
齢
社
会
、
夫
婦
間
な

ど
、
全
年
代
層
に
お
い
て
、
「
虐
待
」
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
と
、

家
族
の
絆
を
守
る
カ
ギ
と
な
る
の
で
す
。

さ
き
ほ
ど
黒
田
先
生
が
出
生
率
に
つ
い
て

「
虐
待
Ｌ
な
き
社
会
が
家
族
守
る

な
る
ま
で
は
〃
神
様
か
ら
の
授
か
り
も
の
〃

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
ど
う
し
た
ら
赤
ん
坊

が
無
事
育
つ
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
し
た
。

日
本
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
政
策
で
も
っ

て
乳
幼
児
死
亡
率
を
下
げ
る
こ
と
が
出
来
た

の
か
を
世
界
に
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

家
族
計
画
の
普
及
、
母
親
の
健
康
、
女
子

の
教
育
、
働
く
機
会
の
問
題
な
ど
、
子
供
が

少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
社
会
は

大
き
な
発
展
の
力
を
も
た
ら
し
ま
す
。

触
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
が
驚
き
ま
し
た
の

は
、
出
生
率
が
１
．
羽
の
時
代
で
し
た
。
こ

の
意
味
合
い
を
考
え
る
と
、
「
子
供
は
１
人
で

サ
ン
キ
ュ
ー
！
２
人
は
い
ら
な
い
よ
」
と
、

１
．
鋼
の
時
は
「
子
供
１
人
を
育
て
る
だ
け

で
家
計
は
散
々
だ
ね
」
と
私
に
は
聞
こ
え
ま

し
た
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
考
え
る
と
、
「
子

供
は
親
を
選
べ
な
い
」
と
い
う
の
が
、
少
子

社
会
に
お
け
る
親
と
子
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

で
あ
る
と
い
え
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
は
親
を
選
べ
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
世
に
は
生
ま
れ
て
こ
ら

れ
な
か
っ
た
子
供
が
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
子

供
は
も
う
い
ら
な
い
」
「
子
供
を
持
つ
に
は
若

す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
理
由
で
、
人
工
妊
娠
中

絶
と
い
う
手
段
を
親
が
選
ぶ
か
ら
で
す
。
子

供
は
親
を
選
べ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
い
ま
の
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
は
、
２
０

０
０
年
の
統
計
で
す
が
、
な
ん
と
弘
万
件
あ

り
ま
し
た
。
１
２
０
万
人
し
か
生
ま
れ
な
い

の
に
、
狐
万
人
の
命
が
葬
ら
れ
る
。
こ
れ
を

ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。
ま
し

て
や
、
こ
の
子
供
た
ち
が
う
ま
く
こ
の
世
に

生
き
て
さ
え
い
れ
ば
、
少
子
社
会
で
は
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。
｜
方
の
見
方
を
す
る

と
、
弘
万
件
を
詳
し
く
見
る
と
、
四
歳
以
下

が
４
万
６
０
０
０
件
で
す
。

こ
の
若
い
世
代
が
ど
の
よ
う
な
形
で
中
絶

手
術
に
至
る
か
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
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が
大
切
な
の
で
す
。
特
に
女
子
の
心
身
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
性

生
活
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ジ
ミ
ア
の

感
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
性
病
に

反
復
し
て
感
染
し
ま
す
と
、
出
産
年
齢
に
到

達
し
た
と
き
に
は
不
妊
症
と
い
う
レ
ッ
テ
ル質疑応答も活発に

会
場
に
は
主
婦
を
中
心
に
印
人
。
聴
衆
と

の
一
問
一
答
に
入
っ
た
。
「
こ
の
曰
を
待
っ
て

い
た
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
２
人
の
先
生
に

質
問
を
浴
び
せ
た
。
な
か
に
は
富
山
か
ら
話

を
聞
き
つ
け
て
、
わ
ざ
わ
ざ
大
阪
ま
で
や
っ

て
き
た
と
い
う
高
校
の
男
性
教
員
。
「
き
よ
う

の
お
話
は
き
わ
め
て
思
い
切
っ
た
意
見
で
し

た
。
で
も
私
は
、
人
ロ
問
題
以
前
に
、
し
つ

け
、
教
育
、
生
活
習
慣
と
い
っ
た
、
ご
く
日

常
の
生
活
を
大
事
に
し
た
い
。
そ
の
方
が
間

接
的
に
有
益
な
人
口
教
育
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
自
説
を
語
っ
た
。

ま
た
、
南
野
議
員
が
「
１
０
０
歳
以
上
は
、

い
ま
何
人
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
１
１
０
歳

以
上
は
配
人
で
す
。
そ
の
中
で
男
性
は
何
人

活
発
な
や
り
と
り

を
貼
ら
れ
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
が

エ
イ
ズ
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ
れ
で
あ

り
な
が
ら
、
エ
イ
ズ
問
題
が
家
庭
や
学
校
で

触
れ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も

な
い
。
も
っ
と
身
近
な
問
題
で
あ
る
と
い
う

認
識
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

で
し
ょ
う
」
と
逆
に
聴
衆
に
質
問
し
た
ら
、

あ
る
男
性
が
威
勢
良
く
「
扣
人
」
と
答
え
た
。

す
る
と
南
野
議
員
が
「
そ
う
い
う
デ
ー
タ
が

出
る
く
ら
い
、
男
性
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
が
、
答
え
は
、
た
っ
た
〃
１
人
〃
で
す
」

と
い
っ
た
ら
、
そ
の
男
性
が
「
え
っ
？
」
と

ビ
ッ
ク
リ
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

黒
田
氏
に
対
し
て
は
、
女
性
か
ら
「
地
球

の
人
口
を
扶
養
す
る
こ
と
が
限
界
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
１
・
釘
と
い

う
出
生
率
を
憂
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の

数
字
が
こ
れ
か
ら
も
下
が
っ
て
い
く
の
を
、
〃
日

本
の
戦
略
〃
と
し
て
解
釈
し
て
、
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
も
飛
び
出
し
た
。

や
は
り
今
回
も
、
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
関

心
の
強
さ
は
、
女
性
が
男
性
を
断
然
し
の
い

で
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

少
子
社
会
の
話
に
戻
り
ま
す
。
親
が
ど
う

し
て
素
敵
な
親
業
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
大
阪
の
岸
和
田
で
起
き
た
児
童
虐
待
事

件
を
例
に
、
母
親
業
と
女
性
業
に
つ
い
て
、

子
供
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
の
に
、
親
は

子
供
に
ど
ん
な
後
ろ
姿
を
見
せ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
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ＦＡＯ－ＳＥＡＲＣＡ地域ワークショップに出席して

削減@つため、アジアにおける飢餓と食lfICD不安定供iiii

政策課題と投資､､可閉I生

ろｌ緋ｉｒを鴨の月･虫の肋の閲

会議参加者（前列中央＝桜井ＡＦＰＰＤ食料安全保障常任委員長）

３
月
妬
日
と
妬
日
に
タ
イ
の
チ
ャ
ア
ム
で

国
連
食
料
農
業
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
東
南
ア

ジ
ア
農
業
研
究
評
議
会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
）

に
よ
る
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ｌ
ア
ジ

ア
に
お
け
る
飢
餓
と
食
料
の
不
安
定
供
給
削

減
の
た
め
の
政
策
課
題
と
投
資
の
可
能
性
ｌ
」

が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
、
桜
井
新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料

安
全
保
障
常
任
委
員
会
委
員
長
鴎
塩
谷
和
正
・

農
林
水
産
省
生
産
局
地
域
対
策
官
、
山
本
章

夫
Ｊ
Ａ
全
中
常
務
、
佐
藤
力
Ｊ
Ａ
全
中
考
査

役
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主

任
研
究
員
が
参
加
し
た
。

今
回
の
会
議
は
各
国
で
農
業
の
科
学
的
、

政
策
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
政
府
系
研
究

所
を
中
心
と
し
た
専
門
家
会
議
で
あ
り
、
技

術
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
会
議
開

催
の
目
的
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
が

一
一
○
○
三
年
「
世
界
食
料
の
日
』
の
機
会
に

設
立
し
た
、
「
飢
え
に
対
す
る
地
域
連
携
の
た

め
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｈ
）
」
に

対
し
て
適
切
な
提
言
を
行
う
た
め
に
、
ｌ
飢

餓
撲
滅
の
た
め
に
は
、
貧
困
者
を
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
卜
し
、
農
業
・
農
村
開
発
へ
の
資
源
を

動
員
す
る
た
め
の
努
力
を
行
う
政
策
の
変
更
Ｉ
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ＦＡＯ－ＳＥＡＲＣＡ地域ワークシヨツプに出席して

を
実
施
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
る

こ
と
に
あ
る
。

会
議
の
冒
頭
に
ヘ
ー
・
チ
ャ
ン
・
チ
ュ
イ

Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
局
局
長
が
、

会
議
の
概
要
と
意
義
を
要
約
し
た
。
そ
の
要

旨
は
以
下
の
と
お
り
。

’
’
九
九
六
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト

｜
（
Ｗ
Ｆ
Ｓ
）
で
採
択
さ
れ
た
世
界
食
料
安

一
全
保
障
ロ
ー
マ
宣
言
と
世
界
食
料
サ
ミ
ッ

ト
行
動
計
画
と
二
○
○
二
年
六
月
に
開

催
さ
れ
た
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ァ

イ
ブ
イ
ヤ
ー
ズ
レ
イ
タ
１
（
Ｗ
Ｆ
ｓ
ｌ

ｆ
ｙ
ｌ
）
は
、
飢
え
と
栄
養
不
良
を
取

り
除
き
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
、

持
続
可
能
な
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す

る
と
い
う
地
球
規
模
で
の
公
約
を
形
成

し
た
。
こ
の
地
球
規
模
的
な
公
約
は
一
一

○
○
○
年
に
開
催
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
再
確
認
さ

れ
、
目
標
１
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｌ
１
）
で
「
極

貧
お
よ
び
飢
え
を
根
絶
す
る
」
と
い
う

こ
と
が
開
発
課
題
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
飢
え
と
貧
乏
を
緩
和
す
る
持

続
的
農
業
と
農
村
開
発
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
は
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

て
い
る
。
自
由
化
さ
れ
た
農
業
貿
易
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
お
い
て
具
体
化
し
、
国

家
を
超
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
戦
略
と
し

て
は
、
貧
困
の
緩
和
と
食
料
安
全
保
障

へ
の
基
本
的
な
政
策
支
援
お
よ
び
制
度

的
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
、
有
益
な

経
験
の
交
流
と
包
括
的
な
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
努
力
の
一
環
と
し
て
、
二
○
○

三
年
「
世
界
食
料
の
日
」
の
機
会
に
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
事
務
局
（
Ｆ

Ａ
ｏ
ｌ
Ｒ
Ａ
Ｐ
）
は
、
「
飢
え
に
対
す
る

地
域
連
携
の
た
め
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
（
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｈ
）
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ

の
会
議
の
意
義
は
、
〃
飢
餓
撲
滅
の
た
め

に
は
、
貧
困
者
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

し
、
農
業
・
農
村
開
発
へ
の
資
源
を
動

員
す
る
た
め
の
努
力
を
お
こ
な
う
政
策

の
変
更
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調

し
た
点
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
政
策
の

変
更
の
た
め
に
は
、
地
域
の
各
国
で
政

策
と
実
施
が
う
ま
く
結
び
つ
い
た
成
功

事
例
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

～､~､~､~､~､~、食のＥ部
そ料挨Ａ部そ

い<だの安拶Ｒ長の
うる飢Ａ要全にＣ、後
住子えＦ約保引Ａア、
藤供てＰは障き所ルチ

藍窒蜑；梺實奮景下夛

崖鷺壼壼景窪霧冒ｘ
勗曾,鴻蝋;繍
聲織灌喪Fご茎纂
Ｌれ気たＰれン支
創とてた。ＤらＳ援

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
目
標
１
〃
貧
困
と

飢
餓
〃
に
関
連
し
た
基
本
的
な
政
策
並

び
に
制
度
的
な
問
題
を
協
議
し
、
改
善

す
る
地
域
的
な
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
局
の

政
策
支
援
部
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
本
部
及
び
世
界
各

地
の
地
域
事
務
局
の
政
策
支
援
部
、
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ｌ
ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｏ
農
業
研

究
大
学
院
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の
政

策
研
究
所
や
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
こ
の
会
議
を
開
催

し
た
。
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設
者
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
ア

ジ
ア
に
は
世
界
人
口
の
約
六
割
が
居
住

し
て
い
る
。
世
界
人
口
の
六
割
が
居
住

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
口

を
支
え
る
だ
け
の
条
件
が
あ
り
、
知
恵

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
で

世
界
は
経
済
的
利
益
の
極
大
化
と
い
う

観
点
か
ら
、
例
外
な
き
自
由
化
の
道
を

歩
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
今
後
も

増
え
つ
づ
け
る
と
考
え
ら
れ
る
人
口
を

扶
養
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

食
料
は
す
べ
て
の
人
々
が
生
き
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
｜
度
、

不
足
す
れ
ば
そ
れ
は
経
済
の
財
で
は
な

く
政
治
の
財
と
な
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界

食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
も
「
生
き
て
い
く
上

で
必
要
な
食
料
の
入
手
は
基
本
的
人
権

で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

交
渉
の
中
に
食
料
安
全
保
障
の
概
念
や

人
口
増
加
の
問
題
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
同
じ
国
連
機
関
で
あ
り
な

が
ら
、
「
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
や

「
国
連
人
口
特
別
総
会
」
の
考
え
方
と
、

今
回
会
議
の
主
催
者
で
あ
る
ヘ
ー
・
チ
ャ

ン
・
チ
ュ
イ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事

務
局
局
長
の
挨
拶
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
通

り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
中
で
の
食
料
貿
易
と
食

料
安
全
保
障
の
関
係
が
、
現
在
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
食
料
貿
易
に
例
外
規
定
を

設
け
よ
う
と
い
う
勢
力
は
守
旧
派
と
呼
ば
れ
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
阻
害
要
因
と
し
て
み
な
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
世
界
大
戦
が
各
地
域
の
ブ
ロ
ッ

ク
経
済
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
世
界
的
な
反

省
か
ら
設
立
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
を
引
き
継
ぐ

機
関
で
あ
り
、
貿
易
の
推
進
に
よ
っ
て
、
世

界
的
な
効
用
を
増
大
さ
せ
、
福
利
を
増
大
さ

せ
る
と
い
う
目
的
で
形
成
さ
れ
た
機
関
で
あ

る
。 食
料
貿
易
と
食
料
安
全
保
障
が
問
題
に

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
が
整
合
性
を
持
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
が
一
貫
性
を
持
っ
て
な
け

れ
ば
国
際
会
議
を
開
催
す
る
意
味
は
な

い
。
ぜ
ひ
、
各
国
で
こ
れ
ら
の
考
え
方

が
整
合
性
を
持
つ
よ
う
努
力
し
て
ほ
し

い
。

ノーノ､Ｊ、’、‘、ノベゾヘノベ.ハゾ、可〆､エ、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
な
ど
の
国
会
議
員
活
動
も
人

類
の
福
利
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
そ
の
両
者
に
は
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
思

え
る
。
し
か
し
、
現
実
に
食
料
安
全
保
障
の

側
面
を
考
え
れ
ば
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
推
進
す
る
例
外

な
き
自
由
化
が
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交

渉
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
比
較
優
位
原
則

そ
の
も
の
が
い
く
つ
か
大
き
な
制
約
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

比
較
優
位
原
則
で
は
、
原
料
の
供
給
に
限

界
が
あ
る
可
能
性
や
、
政
治
的
な
要
因
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
時
間
の
概
念
も
余

り
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
あ
る
地
域

に
お
け
る
不
足
は
、
別
に
地
域
で
の
増
産
で

補
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

◆
◆

そ
の
後
、
基
調
講
演
に
続
き
各
テ
ー

マ
に
添
っ
た
、
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
対
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
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ＦＡＯ－ＳＥＡＲＣＡ地域ワークシヨツプに出席して

し
、
現
実
に
は
食
料
不
足
が
生
じ
た
場
合
、

時
間
差
な
く
た
だ
ち
に
食
料
を
供
給
す
る
こ

と
も
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
食
料
が
不
足

し
て
い
る
多
く
の
途
上
国
で
は
国
際
的
に
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
が
ほ
と
ん
ど
な

い
場
合
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
食
料
輸
入
を

す
る
た
め
の
外
貨
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
現

在
、
食
料
輸
出
を
行
っ
て
い
る
国
の
ほ
と
ん

ど
は
先
進
国
で
あ
る
。
先
進
国
の
中
で
極
端

に
低
い
食
料
自
給
率
を
示
し
て
い
る
わ
が
国

が
、
こ
の
ま
ま
食
料
の
海
外
依
存
を
高
め
れ

ば
そ
の
食
料
生
産
基
盤
が
崩
壊
し
、
緊
急
時

に
そ
の
命
運
を
外
国
に
握
ら
れ
、
・
自
ら
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
さ
ら
に
、
気
象
変
動
な
ど
で
食
料
生
産

が
不
足
し
た
場
合
に
、
先
進
国
の
輸
入
が
増

加
す
れ
ば
途
上
国
の
貧
困
層
の
栄
養
水
準
が

直
接
低
下
し
て
し
ま
う
。

ま
た
、
人
口
の
面
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

今
後
も
世
界
人
口
は
増
え
つ
づ
け
、
今
後
印

年
間
で
釦
億
人
程
度
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
現
在
世
界
の
栄
養
不
良
人
口
は
８
億

人
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
は
、
今
後
一
一
十
年
以
内
に
食
料

を
釦
％
も
増
産
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。し
か
し
、
〈
Ｔ
回
の
会
議
で
も
強
調
さ
れ
た

よ
う
に
、
世
界
的
に
見
て
も
新
た
な
耕
地
を

開
拓
す
る
こ
と
で
、
こ
の
食
料
増
産
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
単
位
当
た
り

収
量
の
増
加
も
容
易
で
は
な
い
。
先
進
国
で

は
肥
料
の
過
剰
投
入
で
肥
料
の
投
入
に
伴
う

生
産
増
加
（
限
界
生
産
性
）
が
極
端
に
低
下

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
灌
概
農
業
は
そ
の
生

産
性
の
高
さ
か
ら
世
界
の
食
料
生
産
に
お
い

て
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
灌
概
農

地
の
ほ
と
ん
ど
は
乾
燥
地
帯
に
位
置
し
、
そ

の
自
然
条
件
と
潅
概
設
備
の
維
持
の
不
良
が

あ
い
ま
っ
て
、
塩
害
が
急
速
に
進
展
し
て
い

る
。
本
来
、
耕
作
に
適
さ
な
い
山
腹
の
開
墾

は
土
壌
の
流
出
を
招
き
、
短
期
間
の
耕
作
を

経
て
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
人
口
増
加
と
、
食
料

生
産
の
基
盤
を
め
ぐ
る
条
件
を
考
え
れ
ば
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
前
提
と
し
て
い
る
短
期
的
な
利
益

の
極
大
化
を
そ
の
駆
動
力
と
す
る
例
外
な
き

自
由
化
を
食
料
貿
易
に
ま
で
適
用
す
る
こ
と

が
ど
れ
ほ
ど
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
か
良
く

わ
か
る
。

前
述
し
た
通
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
も
貿
易
の
自
由

化
と
経
済
活
動
の
活
性
化
を
通
じ
て
世
界
の

福
利
増
進
を
果
た
す
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
〃
食
料

の
入
手
は
基
本
的
人
権
〃
で
あ
る
と
明
記
さ

れ
、
食
料
の
入
手
を
通
じ
た
福
利
の
向
上
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
も
〃
飢
餓
や
貧

困
の
撲
滅
〃
が
中
心
的
な
課
題
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
同
じ
世
界
人

類
の
福
利
の
向
上
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
見
方
を
変
え
れ
ば

同
じ
目
標
を
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
宣
言
や
交
渉
は
そ
の
基
本
理
念
で

対
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
が
な
ぜ
生
じ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
国
際
政
治
の
力
学
や
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
し
た
比
較
優
位
を
持
っ
た
国
が
、
そ

の
力
を
背
景
に
優
位
性
を
極
大
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
分
析
は
、
多
く
の
場
所
や

機
会
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

そ
の
他
の
要
因
を
考
え
て
み
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
歴
史
や
交
渉
過
程
を
検
討
し
て

わ
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
貿
易
自
由
化
と
い

う
目
標
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
取
り

除
い
て
き
た
歴
史
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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そ
こ
で
は
、
そ
の
主
導
原
理
で
あ
る
比
較
優

位
性
の
成
立
す
る
条
件
な
ど
に
対
す
る
議
論

が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
国
の
法
制
度

や
関
税
に
か
か
わ
る
条
件
を
技
術
的
に
整
理

し
て
き
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。
そ
の
意
味

で
は
、
ミ
ク
ロ
の
議
論
を
積
み
上
げ
て
き
た

の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
そ
の
も
の

が
ミ
ク
ロ
の
議
論
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ

り
、
そ
こ
に
各
国
の
事
情
が
加
味
さ
れ
、
そ

の
全
体
像
は
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
「
虫
の
目
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
食
料
安
全
保
障
や
人
口

か
ら
見
た
視
点
は
、
地
球
全
体
や
地
域
の
人

口
扶
養
力
の
視
点
か
ら
考
え
た
概
念
で
あ
る
。

近
代
合
理
的
な
経
済
の
利
益
と
い
う
点
か
ら

見
た
ら
、
非
合
理
に
見
え
る
制
度
も
そ
こ
に

は
伝
統
的
な
知
恵
が
あ
り
、
何
ら
か
の
意
味

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
生
活
し

て
き
た
実
績
を
重
視
す
る
。
そ
の
意
味
で
は

マ
ク
ロ
か
ら
み
た
視
点
で
あ
り
「
鳥
の
目
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
日
々
の
経
済
行
為
は
、

経
済
的
な
合
理
性
や
利
潤
の
追
求
が
支
配
す

る
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
口
の
変
化
を

計
算
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
し
、
現
在
生
産

さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
生
産
の
限
界
を
考

え
る
必
要
性
も
な
い
。
そ
こ
で
、
日
々
の
利

益
の
追
求
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
言

葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
学
で
よ
く
知
ら

れ
た
言
葉
で
あ
り
、
「
合
成
の
誤
謬
（
馬
農
四
Ｑ

Ｃ
［
８
日
己
。
、
菖
目
）
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
こ

れ
は
部
分
に
お
い
て
正
し
い
こ
と
で
も
、
そ

れ
を
集
合
さ
せ
た
と
き
に
正
し
い
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
あ
る
太
平
洋
の
孤
島
に
人
々
が

住
ん
で
い
て
、
一
人
一
人
の
利
益
を
極
大
化

す
る
た
め
に
森
を
伐
り
開
き
、
船
を
作
り
漁

業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
陸
地
で
は
ブ
タ
を
飼

う
た
め
に
、
え
さ
を
与
え
、
そ
の
ブ
タ
を
食

し
、
満
足
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
一
般
に

太
平
洋
の
孤
島
の
生
態
系
が
維
持
で
き
る
人

口
扶
養
力
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

｜
人
一
人
が
効
用
の
極
大
化
を
求
め
て
こ
れ

ら
の
行
為
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
島
は
す
べ

て
の
森
を
失
い
、
耕
地
を
失
い
、
食
べ
る
も

の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
良
く
知
ら
れ
た
イ
ー
ス
タ
ー
島
の

事
例
で
あ
る
二
人
一
人
の
利
益
の
追
求
が
、

社
会
全
体
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
ミ
ク
ロ
の
積
み
重
ね
で
あ
る
貿
易
交

渉
の
過
程
で
見
失
わ
れ
て
い
る
フ
ァ
ク
タ
ー

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、

人
口
や
環
境
、
地
球
の
人
口
扶
養
力
な
ど
は
、

ミ
ク
ロ
の
原
則
や
利
潤
追
求
の
際
に
は
考
慮

さ
れ
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

こ
そ
が
世
界
規
模
で
考
え
、
長
期
的
な
影
響

を
考
え
る
場
合
に
は
人
類
に
と
っ
て
最
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
要
素
と
な
る
。
ミ
ク
ロ

の
世
界
か
ら
見
て
み
る
と
、
突
如
大
き
な
問

題
が
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
沸
い
て
出

て
き
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。

現
在
、
食
料
貿
易
の
保
護
や
食
料
生
産
基

盤
の
保
護
を
求
め
る
と
、
伝
統
的
国
内
的
利

益
の
代
弁
と
い
う
芳
し
く
な
い
評
価
を
受
け
、

自
由
化
を
声
高
に
叫
ぶ
ほ
う
が
、
合
理
的
で

あ
り
開
放
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

考
え
る
と
、
ど
ち
ら
が
合
理
的
で
あ
る
が
と

い
う
よ
り
は
、
そ
の
論
じ
て
い
る
視
点
が
虫

の
目
か
ら
論
じ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
鳥

の
目
か
ら
論
じ
て
い
る
の
か
の
違
い
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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ＦＡＯ－ＳＥＡＲＣＡ地域ワークショップに出席して

つ
ま
り
、
人
口
や
食
料
安
全
保
障
の
概
念

と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
貿
易
自
由
化
の
概
念
が
、
そ

の
目
的
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
に
蛸
壷
を
作
り
、
そ
の
境
界
が
ス
ッ

ポ
リ
と
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。

食
料
貿
易
の
保
護
や
制
限
を
既
得
権
益
の

保
持
と
い
う
観
点
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
大
き
な
視
点
に
位
置
付
け
る
こ
と
が

長
重
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
ミ
ク
ロ
な

輯
議
論
の
積
み
重
ね
を
行
っ
て
い
る
Ｗ

坪
Ｔ
Ｏ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
に
も
反
映
さ

”
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な

”
わ
ち
、
地
球
の
人
口
増
加
の
現
状
、

閑
環
境
か
ら
見
た
人
口
扶
養
力
、
各
国

イ誼
の
置
か
れ
た
自
然
条
件
に
よ
る
制
約
、

〆
ま
た
理
論
的
に
は
と
も
か
く
実
際
的

升
に
は
比
較
優
位
を
持
っ
て
い
な
い
国

「
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
食

へ
、
科
安
全
保
障
が
構
築
で
き
る
の
か
な

鮪
ど
の
視
点
か
ら
、
改
め
て
論
じ
る
必

対鰄
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

顔
そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
会
議
も

縦
一
貫
性
の
取
れ
た
も
の
と
一
一
一
一
戸
え
る
も

雄
の
で
は
な
か
っ
た
。
へ
１
．
チ
ャ
ン
・

鮴
チ
ュ
イ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

正
事
務
局
局
長
が
包
括
的
に
会
議
の
位

和鮒
置
付
け
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
行

も
わ
れ
た
専
門
家
の
発
表
は
そ
れ
ぞ
れ

力右
に
自
ら
の
専
門
に
と
ど
ま
り
、
食
料

安
全
保
障
や
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
伴
う
、
食
料
の
需
給
の
問
題
や
食
料
貿

易
の
問
題
点
を
一
貫
性
を
持
っ
て
視
野
に
収

め
た
も
の
と
は
い
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
「
虫
の
目
」
と
「
鳥
の
目
」
の
間
を
埋

め
る
試
み
を
始
め
た
も
の
と
し
て
評
価
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

現
状
で
は
「
虫
の
目
」
と
「
鳥
の
目
」
の

間
に
横
た
わ
る
齪
鵬
が
不
幸
な
現
状
を
作
り

出
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
同
じ
国
連
組
織
で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
や
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
等
が
国
連
総
会
や
食
料
サ
ミ
ッ
ト

で
決
議
し
た
内
容
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
の
交
渉
内
容

が
少
な
く
と
も
概
念
的
に
一
貫
性
を
待
つ
こ

と
が
絶
対
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
虫

の
目
」
と
「
鳥
の
目
」
の
間
を
埋
め
る
作
業

で
あ
る
。

現
実
に
は
、
各
国
の
利
害
が
絡
み
こ
の
作

業
は
非
常
な
困
難
を
伴
う
も
の
と
な
る
が
、

こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国
会
議
員

が
「
鳥
の
目
」
と
「
虫
の
目
」
の
両
方
を
持
っ

た
視
点
か
ら
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
訴

え
か
け
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

（
楠
本
修
）
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２
０
０
３
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
数
か
ら
死
亡
者
数
を
引
い
た
人
口
の

自
然
増
加
数
は
、
前
年
よ
り
７
万
５
０

０
０
人
少
な
い
９
万
６
０
０
０
人
に
と

ど
ま
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が
、
厚
生

労
働
省
が
虹
日
に
公
表
し
た
人
口
動
態

統
計
の
年
数
推
計
で
分
か
っ
た
。
年
数

の
自
然
増
加
数
が
、
万
人
を
割
っ
た
の

は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
１
８
９
９
年

以
来
初
め
て
。
同
省
は
日
本
の
人
口
が

Ｗ
年
か
ら
減
少
に
転
じ
る
と
予
測
し
て

い
る
が
、
秒
読
み
段
階
に
入
っ
た
と
い

え
そ
う
だ
。

推
計
に
よ
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生

四 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

人
口
自
然
増
加
万
人
割
れ

Ⅷ
統
計
一
史
上
初

数
は
３
年
連
続
で
減
少
し
、
１
１
２
万

１
０
０
０
人
と
過
去
最
低
を
更
新
。
’

１
１
１
１
！
「
１
１
１
１
１

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
ｎ
日
、
市
区
町
村
別

の
将
来
推
計
人
口
を
公
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
筋
歳
以
上
人
口
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
が
４

割
超
え
と
な
る
自
治
体
が
２
０
３
０
年

に
は
全
市
区
町
村
の
３
割
に
上
る
見
通

し
だ
。
一
方
で
、
咀
歳
未
満
の
年
少
者

●
高
齢
化
率
４
割
超
が
自
治
体
の
３
割
に

ｒ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
刈
年
の
推
計
人
ロ

方
、
死
亡
者
数
は
１
～
２
月
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
１
０
０
０
人
近
く

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
、

戦
後
２
番
目
に
多
い
１
０
２
万
５
０
０

０
人
に
上
る
見
通
し
だ
。

ま
た
、
肥
年
に
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

は
前
年
よ
り
約
２
万
組
少
な
い
沼
万
７

０
０
０
組
だ
っ
た
が
、
増
加
を
続
け
て

い
た
離
婚
件
数
も
田
年
ぶ
り
に
減
少
し
、

前
年
に
比
べ
て
約
４
０
０
０
組
減
の
躯

万
６
０
０
０
組
と
な
る
見
込
み
と
い
う
。

年
間
推
計
は
毎
年
末
に
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
年
の
１
～
ｎ
月
分
の
デ
ー
タ

を
基
礎
資
料
と
し
て
推
計
し
て
い
る
。

【
須
山
勉
］

が
１
割
未
満
と
な
る
自
治
体
は
３
割
を

超
え
そ
う
だ
。

推
計
は
、
皿
年
末
時
点
の
３
２
４
５

市
区
町
村
に
つ
い
て
、
加
年
か
ら
加
年

ま
で
の
５
年
ご
と
の
人
口
変
動
を
出
生

率
な
ど
を
も
と
に
算
出
し
た
。

年
齢
別
の
人
口
変
動
を
み
る
と
、
的
．

６
％
の
自
治
体
で
高
齢
化
率
が
、
年
よ

り
上
昇
し
、
高
齢
化
率
が
４
割
超
と
な

る
自
治
体
は
、
㈹
年
の
３
．
２
％
か
ら

釦
年
に
は
弧
・
４
％
へ
と
大
幅
に
増
加

す
る
。
年
少
者
の
割
合
は
的
・
３
％
の

自
治
体
で
帥
年
よ
り
低
く
な
り
、
１
割

未
満
と
な
る
自
治
体
は
全
体
の
３
．
２
％

か
ら
皿
・
４
％
へ
と
大
幅
に
増
え
る
。

自
治
体
ご
と
の
人
口
変
動
で
は
、
加

年
間
で
人
口
が
２
割
以
上
減
少
す
る
市

区
町
村
は
全
体
の
錨
・
０
％
に
達
す
る
。

こ
の
う
ち
１
５
８
自
治
体
は
人
口
が
卯

年
の
半
分
以
下
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

人
口
規
模
が
５
０
０
０
人
を
割
る
自
治

体
も
的
年
の
犯
・
２
％
か
ら
訓
年
に
は

弧
・
６
％
へ
と
増
加
す
る
。
市
区
町
村

別
で
減
少
率
が
高
い
の
は
群
馬
県
上
野

村
と
長
崎
県
高
島
町
（
い
ず
れ
も
万
・

２
％
減
）
だ
っ
た
。
［
鈴
木
直
】

●
人
口
自
然
増
々
扣
万
人
割
れ
…
妬

●
『
少
子
化
進
行
』
前
提
の
政
策
…
幻

●
差
別
や
い
じ
め
弄
一
な
く
せ
：
…
則
初

●
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
か
ら
作
成
…
鍋

●
男
女
一
産
み
分
け
２
例
…
…
…
…
羽

●
働
く
女
性
出
産
離
職
が
６
割
．
＆
㈹

も<Ｕ
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内
閣
府
が
昨
年
実
施
し
た
「
少
子
化

対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
、
帥
％
が
少
子
化
の
進
行

を
「
望
ま
し
く
な
い
」
と
回
答
す
る
一

方
、
記
％
が
進
行
す
る
少
子
化
を
前
提

に
し
た
政
策
が
必
要
だ
と
答
え
た
。
少

子
化
の
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
に
、

●
申
年
生
ま
れ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
万
人
、

新
成
人
は
１
５
２
万
人
に

ど
ら

総
務
省
は
１
日
付
で
、
申
年
生
ま
れ
釦
歳
と
な
る
“
年
生
ま
れ
の
１
７
４
万

の
人
は
推
計
９
９
３
万
人
に
上
る
と
発
人
。
ｎ
歳
に
な
る
朗
年
生
ま
れ
は
１
２

表
し
た
。
全
人
口
の
７
．
８
％
に
当
た
０
万
人
、
船
歳
に
な
る
昭
年
生
ま
れ
は

り
、
男
性
は
４
８
２
万
人
、
女
性
は
５
６
万
人
。

１
１
万
人
で
、
女
性
が
羽
万
人
多
い
・

｜
方
、
鵠
年
生
ま
れ
の
新
成
人
は
１

十
二
支
別
の
人
口
を
比
べ
る
と
、
申
５
２
万
人
（
男
性
沼
万
人
、
女
性
河
万

年
生
ま
れ
は
下
か
ら
３
番
目
。
最
も
少
人
）
で
全
人
口
の
１
．
四
％
・
新
成
人

な
い
の
は
酉
年
生
ま
れ
の
９
５
２
万
人
の
人
口
は
屹
年
か
ら
３
年
連
続
１
５
２

う
し

で
、
最
も
多
い
丑
年
生
ま
れ
は
１
１
２
万
人
で
、
師
年
の
１
３
６
万
人
に
次
ぐ

５
万
人
。

低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

申
年
生
ま
れ
を
出
生
別
に
み
る
と
、

【
因
幡
健
悦
］

今
年
拓
歳
に
な
る
舵
年
生
ま
れ
が
１
８
（
い
ず
れ
も
毎
曰
新
聞

３
万
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
還
暦
の

叫
・
１
．
１
朝
刊
）

四

ョ
少
子
化
進
行
』
前
提
の
政
策
を
」

ｌ
開
％

国
は
も
っ
と
現
実
的
に
！

現
実
的
な
対
応
を
迫
る
結
果
と
い
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
偲
年
ｎ
月
か
ら
四
月

に
か
け
て
研
究
者
や
企
業
経
営
者
、
労

働
団
体
関
係
者
、
女
性
団
体
関
係
者
ら

１
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
、
６
０
３

人
が
回
答
し
た
。

少
子
化
の
進
行
が
「
望
ま
し
く
な
い
」

理
由
と
し
て
▽
国
力
・
社
会
の
活
力
の

低
下
に
つ
な
が
る
▽
労
働
力
人
口
減
少

で
経
済
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
▽
人
口
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
社
会
保
障
制
度
の
維

持
が
困
難
に
な
る
▽
子
供
の
健
全
な
成

長
を
妨
げ
る
ｌ
塞
が
っ
た
．

一
方
、
肥
％
は
「
望
ま
し
い
と
も
望

ま
し
く
な
い
と
も
い
え
な
い
」
と
答
え

た
。
「
国
内
で
は
問
題
だ
が
、
地
球
規
模

で
は
人
口
増
加
が
問
題
」
「
結
婚
・
出
産

は
個
人
的
問
題
で
、
個
人
の
選
択
結
果

と
し
て
受
け
止
め
る
」
と
い
う
理
由
だ
っ

た
。少
子
化
の
要
因
と
し
て
①
個
人
の
結

婚
観
の
変
化
（
㈹
％
、
複
数
回
答
、
以

下
同
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
②
育
児

サ
ー
ビ
ス
の
不
足
（
鞭
％
）
③
仕
事
優

先
の
雇
用
慣
行
・
企
業
風
土
（
鍋
％
）

④
子
育
て
費
用
の
増
加
菊
％
）
の
順

だ
っ
た
。
「
自
分
生
活
の
自
由
さ
や
楽
し

み
を
優
先
さ
せ
る
意
識
が
強
い
」
「
結
婚

相
手
の
理
想
と
現
実
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
」
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

重
点
的
に
実
施
す
べ
き
政
策
と
し
て

は
働
く
女
性
の
出
産
・
育
児
支
援
を
求

め
る
意
見
が
強
か
っ
た
。
具
体
的
に
は

①
働
く
者
の
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
育

児
サ
ー
ビ
ス
弱
％
）
②
育
児
休
業
後

に
職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
の
蕊
備
命
％
）

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
木
俊
治
］
国
連
の
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
（
１
９
２
カ
国
加
盟
）

委
員
会
は
釦
日
、
日
本
に
対
す
る
勧
告

内
容
を
公
表
し
、
差
別
や
い
じ
め
を
な

③
子
供
が
守
ら
れ
る
地
域
環
境
の
整
備

亜
％
）
④
労
働
時
間
短
縮
な
ど
子
育
て

と
労
働
を
両
立
で
き
る
環
境
鮪
（
釦
％
）

が
挙
が
っ
た
。

進
行
す
る
少
子
化
を
前
提
と
し
た
政

策
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
「
必
要
」
が

臼
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
」
の

型
％
と
合
わ
せ
て
蹄
％
に
達
し
た
。

「
高
齢
者
や
女
性
の
雇
用
機
会
の
拡
大
」

「
社
会
保
障
制
度
や
税
制
見
直
し
」
「
外

国
人
労
働
者
・
移
民
受
け
入
れ
」
の
意

見
が
あ
っ
た
。

【
戸
嶋
誠
司
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
１
・
翠
朝
刊
）

四回

日本は差別や

いじめをなくせ

国連子供の人権委
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く
す
た
め
の
一
層
の
改
善
措
置
を
求
め

た
。勧
告
は
、
児
童
売
春
・
児
童
ポ
ル
ノ

禁
止
法
免
年
）
や
児
童
虐
待
防
止
法

（
Ⅲ
年
）
な
ど
の
制
定
を
評
価
す
る
一
方

で
、
前
回
肥
年
の
勧
告
で
指
摘
し
た
、

非
嫡
出
子
や
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
ら
少

数
者
へ
の
差
別
▽
過
度
な
競
争
教
育
▽

い
じ
め
蟻
ど
の
暴
力
Ｉ
に
つ
い
て
は

十
分
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
、
一
層
の
努
力
を
求
め
た
。

朝
鮮
人
学
校
卒
業
生
へ
の
大
学
受
験

資
格
で
は
、
そ
の
拡
大
措
置
に
留
意
す

る
一
方
で
「
な
お
一
部
は
高
等
教
育
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
さ
れ
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
人
の
父
親
と
外
国

人
の
母
親
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
、
父
親
の
認
知
が
な
け
れ
ば
日
本
国

籍
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、

国
籍
法
の
改
正
を
勧
告
。
昨
年
策
定
し

た
「
青
少
年
育
成
大
綱
」
に
つ
い
て
も
、

子
ど
も
や
市
民
社
会
の
意
見
が
十
分
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
継
続
的
に

見
直
す
よ
う
求
め
た
。

●
可
一
層
の
改
善
を
し

２
回
目
の
勧
告

ま
た
、
女
子
の
結
婚
最
低
年
齢
を
肥

歳
か
ら
旧
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど

も
盛
り
込
ま
れ
た
。

同
委
に
よ
る
勧
告
は
約
５
年
ご
と
に

は
い

し
」
ト
の
ク
ロ
ー
ン
胚
を
使
い
、
体
を

構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
な
る
能
力

を
持
ち
万
能
細
胞
と
も
い
わ
れ
る
胚
性

幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
づ
く
り
に
成
功

し
た
と
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
大
な
ど
の
研

究
チ
ー
ム
が
⑫
日
、
米
科
学
誌
「
サ
イ

エ
ン
ス
」
（
電
子
版
）
に
発
表
し
た
。
研

究
グ
ル
ー
プ
は
「
理
論
的
に
は
、
拒
絶

反
応
の
起
き
な
い
移
植
用
の
細
胞
や
組

織
を
つ
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
脳
神
経

疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
再
生
医
療
に
つ

な
が
る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ク

ロ
ー
ン
人
間
に
つ
な
が
る
技
術
を
利
用

し
て
お
り
、
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
議
論

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
十
分
な
説
明
に
基

づ
く
同
意
）
を
得
た
珀
人
の
女
性
か
ら

２
４
２
個
の
卵
母
細
胞
（
卵
子
の
も
と
）

國團

上

iJi1i口
究1ン

グ胚

竺口奮
／Ｊ

■鼈■■驫
籔工籠
に■成
)遣り

行
わ
れ
、
日
本
に
対
す
る
勧
告
は
２
回

目
。
日
本
政
府
は
こ
れ
を
受
け
、
肥
年

ま
で
に
取
り
組
み
状
況
を
報
告
す
る
。

（
毎
日
新
聞
Ｍ
・
１
・
別
夕
刊
）

の
提
供
を
受
け
た
。
こ
の
う
ち
１
７
６

個
の
卵
母
細
胞
の
核
を
取
り
除
き
、
卵

母
細
胞
と
同
じ
人
の
体
細
胞
を
移
植
し

て
ク
ロ
ー
ン
胚
を
作
成
し
た
。

こ
の
う
ち
加
個
が
、
子
宮
に
着
床
で

き
る
胚
盤
胞
と
呼
ば
れ
る
段
階
ま
で
分

裂
が
進
ん
だ
。
う
ち
別
個
か
ら
内
部
細

胞
塊
を
採
取
し
て
培
養
。
最
終
的
に
１

株
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
で
き
た
。
ヒ
ト
ク
ロ
ー

ン
胚
の
作
成
は
、
皿
年
に
米
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
も
成
功
を
報
告
し
た
が
、
胚
の
分

裂
は
初
期
段
階
で
止
ま
っ
て
お
り
、
胚

盤
胞
に
成
長
し
た
の
も
今
回
が
初
め
て
。

こ
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
マ
ウ
ス
に
移
植
し

た
と
こ
ろ
、
神
経
や
筋
肉
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
細
胞
に
分
化
す
る
こ
と
も
確
か
め

ら
れ
た
。

今
回
の
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
を
女
性
の

子
宮
に
戻
し
て
育
て
れ
ば
、
ク
ロ
ー
ン

~⑳

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
の
作
成
は
日

本
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

【
足
立
旬
子
】

勝
木
元
也
・
岡
崎
国
立
共
同
研
究
機

構
基
礎
生
物
学
研
究
所
長
の
話

Ｅ
Ｓ
細
胞
が
再
生
医
療
に
有
用
か
ど

う
か
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い
な
い
段

●
時
期
尚
早
だ

に
分
化
す

と
呼
ぶ
。

細
胞
の
核
に
置
き
換
え
て
つ
く
る
。

ク
ロ
ー
ン
胚
か
ら
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
つ

は
胚
か
ら
つ
く
る
。
「
ヒ
ト
ク
ロ
ー

に
分
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
ヒ
ト

ン
胚
」
は
、
未
受
精
卵
の
核
を
、

ク
ロ
ー
ン
を
作
り
た
い
患
者
の
体

く
れ
ば
、

や
臓
器
が

の
「
Ｅ
Ｓ
細
胞
」
（
胚
性
幹
細
胞
）

受
精
卵
が
分
割
を
始
め

ヒ
ト
胚
と

ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚

る
ま
で
の
時
期
を
「
胚
」

あ
ら
ゆ
る
組
織
や
臓
器

拒
絶
反
応
が
な
い
組
織

で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。

＞

組
織
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ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
（
は
い
）
に
よ
る

胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
の
作
成
は
、

再
生
医
療
の
切
り
札
と
さ
れ
て
い
る
。

拒
絶
反
応
の
起
き
な
い
組
織
や
臓
器
づ

く
り
に
つ
な
が
る
た
め
だ
が
、
倫
理
的

な
問
題
の
大
き
さ
か
ら
、
各
国
は
作
成

を
見
送
っ
て
き
た
。
ク
ロ
ー
ン
胚
は
、

子
宮
に
戻
せ
ば
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
誕
生

に
つ
な
が
る
た
め
だ
。
今
回
の
成
功
で
、

現
実
化
し
た
技
術
を
ど
う
利
用
し
、
規

制
す
る
か
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

日
本
は
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
制
法
」

で
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
作
成
を
禁
止
し
、

ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
の
作
成
も
同
法
の
指

針
で
禁
じ
て
い
る
。

再
生
医
療
の
研
究
者
か
ら
は
、
ヒ
ト

ク
ロ
ー
ン
胚
や
そ
こ
か
ら
つ
く
っ
た
Ｅ

Ｓ
細
胞
研
究
の
解
禁
を
望
む
声
が
強
い
。

し
か
し
、
政
府
の
総
合
科
学
会
議
生
命

倫
理
専
門
調
査
会
の
議
論
で
は
「
再
生

医
療
に
道
を
開
く
」
と
す
る
推
進
派
と

階
で
、
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
に
手
を
つ
け

る
の
は
時
期
尚
早
だ
。
２
０
０
個
以
上

の
卵
母
細
胞
か
ら
１
株
し
か
で
き
な
い

●
生
命
倫
理
の
論
議
は
必
至

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ク
ロ
ー
ン
胚
Ｅ
Ｓ
細
胞

対
外
受
精
卵
の
染
色
体
Ⅱ
異
常
や
性

別
な
ど
を
調
べ
て
選
別
す
る
「
着
床
前

診
断
」
を
一
一
○
○
二
年
か
ら
一
一
一
例
実
施

し
て
い
た
こ
と
を
、
神
戸
市
灘
区
の
大

谷
産
婦
人
科
（
大
谷
徹
郎
院
長
）
が
、

三
日
明
ら
か
に
し
た
。
着
床
前
診
断
は

命
の
選
別
と
の
批
判
が
あ
る
た
め
、
日

本
産
婦
人
科
学
会
は
会
告
で
、
実
施
を

「
重
い
遺
伝
病
の
診
断
」
に
限
定
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
申
請
を
認
め
た
例
は
な

函・齋申請で着床前診断
■
男
女
・
産
。
（
み
・
分
け
二
例
〕

●
神
戸
の
医
院
・
女
児
近
く
出
産
／
｜
人
は
流
産

「
倫
理
的
に
問
題
が
あ
る
」
と
す
る
慎
重

派
が
対
立
し
、
昨
年
ｕ
月
に
両
論
併
記

の
中
間
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
現
在
、

｜
股
か
ら
の
意
見
を
募
集
中
だ
。

点
で
、
実
用
性
に
も
疑
問
が
あ
る
。

（
毎
日
新
聞
叫
・
２
・
枢
夕
刊
）

い
。
同
産
婦
人
科
で
は
、
二
例
は
男
女

産
み
分
け
を
希
望
し
、
一
例
は
染
色
体

異
常
を
心
配
し
診
断
を
望
ん
だ
た
め
実

施
し
た
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
会

告
に
は
街
頭
し
な
い
と
み
ら
れ
る
。
大

谷
院
長
は
学
会
員
だ
が
申
請
し
て
お
ら

ず
、
生
命
倫
理
を
め
ぐ
り
波
紋
を
広
げ

そ
う
だ
。

世
界
的
に
も
意
見
が
分
か
れ
る
。
フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
は
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚

の
作
成
を
全
面
禁
止
し
、
米
国
も
ヒ
ト

胚
研
究
へ
の
政
府
予
算
の
支
出
を
禁
じ

て
い
る
。
一
方
、
英
国
で
は
難
病
研
究

な
ど
で
の
作
成
を
認
め
た
。
韓
国
も
、

医
療
研
究
目
的
に
限
っ
て
作
成
を
認
め

る
法
律
が
昨
年
末
に
成
立
し
た
。

【
足
立
旬
子
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
２
・
枢
夕
刊
）

大
谷
院
長
（
蝿
）
に
よ
る
と
、
二
○

○
二
年
末
、
女
児
を
希
望
す
る
女
性
を

知
人
の
医
師
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

女
性
は
男
児
が
二
人
お
り
、
人
工
授
精

を
計
一
一
十
回
行
っ
て
男
児
を
妊
娠
し
た

が
出
産
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
翌
年
六
月
ま
で
に
二
回
、
性
別
が
判

定
で
き
る
着
床
前
診
断
を
実
施
し
、
二

回
目
で
希
望
通
り
女
児
を
妊
娠
。
近
く

出
産
す
る
と
い
う
。

二
人
目
は
男
児
を
希
望
す
る
女
性
で
、

昨
年
、
着
床
前
診
断
を
経
て
妊
娠
し
た

も
の
の
、
自
然
流
産
し
た
。

三
人
月
の
女
性
は
高
齢
出
産
の
た
め

染
色
体
異
常
を
心
配
し
て
、
今
年
に
入
っ

て
着
床
前
診
断
を
実
施
し
た
。
現
在
は

受
精
卵
の
検
査
結
果
を
待
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
学
会
の
会
告
で
は
認
め
な
い

ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
。

検
査
は
院
内
の
技
師
が
行
い
、
費
用

は
一
回
二
十
万
円
。
大
谷
院
長
は
神
戸

大
元
助
教
授
。
雲
工
云
の
指
針
に
は
な
る

べ
く
従
う
が
、
機
能
団
体
に
す
ぎ
ず
、

’
○
○
％
拘
束
さ
れ
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
話
し
て
い
る
。

同
産
婦
人
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

●
染
色
体
異
常
検
査

で
も
１
例
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「
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
で
妊
娠
し
て
も

染
色
体
異
常
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、

と
て
も
悩
む
こ
と
に
な
る
。
異
常
の
有

無
を
検
査
し
て
お
け
ば
、
悩
み
を
未
然

に
防
げ
る
」
と
の
説
明
を
載
せ
て
い
る
。

着
床
前
診
断
に
つ
い
て
日
本
産
婦
人

科
学
会
は
九
八
年
、
治
療
法
の
な
い
重

い
遺
伝
病
に
限
り
、
個
別
審
査
を
条
件

に
容
認
し
た
。
九
九
年
、
鹿
児
島
大
が

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
１
の
可
能
性
を
調
べ

る
申
請
を
出
し
た
が
、
学
会
は
「
診
断

法
が
適
切
で
は
な
い
」
と
却
下
。
同
年
、

福
岡
県
の
開
業
医
が
申
請
し
た
習
慣
性

流
産
の
診
断
も
「
重
い
遺
伝
病
と
は
言

え
な
い
」
と
退
け
た
。

現
在
、
名
古
屋
市
立
大
と
慶
応
大
が

申
請
し
た
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ｌ
の
遺
伝

子
検
査
に
よ
る
診
断
を
審
査
し
て
い
る
。

厘命の選別、 懸
念
も

着
床
前
診
断
は
一
九
八
九
年
に
英
国

で
初
め
て
行
わ
れ
、
欧
米
で
広
ま
っ
た
。

し
か
し
ナ
チ
ス
時
代
に
障
害
者
を
大
量

殺
害
し
た
ド
イ
ツ
で
は
連
邦
医
師
会
が

「
生
命
の
選
別
が
進
む
。
診
断
法
の
信
頼

性
も
極
め
て
低
い
」
と
二
○
○
二
年
に

全
面
禁
止
し
た
。

妊
娠
中
に
行
う
出
生
前
診
断
も
、
中

絶
す
れ
ば
「
命
の
選
別
」
に
な
る
。
現

在
に
日
本
の
母
体
保
護
法
は
遺
伝
疾
患

や
先
天
異
常
を
理
由
に
し
た
中
絶
を
認

め
て
い
な
い
が
、
「
経
済
的
理
由
」
の
条

項
を
利
用
し
て
水
面
下
で
行
わ
れ
て
い

る
現
実
は
あ
る
。
受
精
卵
の
段
階
な
ら
、

胎
児
の
生
命
を
奪
う
よ
り
倫
理
的
な
問

題
は
小
さ
く
、
女
性
の
身
体
的
・
精
神

的
負
担
が
軽
い
、
と
い
う
の
が
着
床
前

診
断
を
肯
定
す
る
側
の
論
理
だ
。

し
か
し
体
外
受
精
の
身
体
的
負
担
は

軽
く
な
い
。
診
断
の
信
頼
性
が
不
十
分

だ
と
、
結
局
は
中
絶
に
至
る
可
能
性
が

あ
る
。
心
理
的
な
抵
抗
感
は
確
か
に
小

さ
い
だ
ろ
う
が
、
安
易
な
選
別
・
排
除

を
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
。
日
本
産
婦
人
科
学
会
が
慎
重
な

の
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
だ
。

遺
伝
病
で
も
子
供
を
産
む
べ
き
か
と

い
う
問
い
は
重
く
、
簡
単
に
答
え
は
出

せ
な
い
。
今
回
の
事
例
は
、
こ
う
し
た

真
剣
な
議
論
を
尻
目
に
、
着
床
前
診
断

を
男
女
産
み
分
け
に
つ
か
っ
て
い
た
も

の
で
、
性
質
は
か
な
り
異
な
る
。
「
親
が

望
む
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
容
認
す
る

に
は
、
社
会
へ
の
影
響
は
大
き
す
ぎ
る
。

（
大
阪
本
社
科
学
部
増
田
弘
治
）

不
妊
治
療
の
技
術
で
あ
る
体
外
受
精

を
利
用
し
、
染
色
体
や
遺
伝
子
の
異
常

な
ど
を
検
査
、
多
数
の
受
精
卵
か
ら
問

題
の
な
い
も
の
だ
け
を
選
ん
で
着
床
さ

せ
る
。
米
、
伊
な
ど
で
は
規
制
は
な
く
、

●
着
床
前
診
断

仕
事
を
持
つ
女
性
の
六
割
が
第
一
子

の
出
産
を
機
に
離
職
し
、
そ
の
後
も
無

職
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働

省
が
十
七
日
に
発
表
し
た
「
出
生
前
後

の
就
業
変
化
に
関
す
る
統
計
」
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。
厚
生
省
で
は
「
仕
事
を

続
け
た
く
て
も
続
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

で
は
、
保
育
所
の
整
備
の
遅
れ
や
家
族

の
支
援
の
不
足
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
」

と
見
て
い
る
。
女
性
の
仕
事
と
育
児
の

両
立
は
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が
、
改
め

て
明
確
に
な
っ
た
。

●

囚国

統
計
は
、
二
○
○
一
年
一
月
十
’
十

厚
生
省
初
調
査

出
産
離
職
６
割

「
育
児
支
援
に
不
備
Ｌ

働
く
女
性
「
第
一
子
」
の
壁

英
、
仏
で
は
条
件
付
き
で
実
施
。
一
九

九
七
年
ま
で
欧
米
三
十
五
施
設
で
三
百

七
十
七
組
が
診
断
を
受
け
、
九
十
六
人

が
出
生
し
た
と
い
う
。
米
で
は
男
女
産

み
分
け
目
的
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
叫
・
２
．
４
朝
刊
）

七
日
に
出
産
し
た
す
べ
て
の
女
性
二
万

千
八
百
七
十
九
人
を
対
象
に
、
一
年
前
、

出
産
時
、
半
年
後
、
一
年
半
後
の
四
時

点
で
の
就
業
状
況
を
調
べ
た
も
の
で
、

厚
生
省
が
初
め
て
実
施
し
た
。
第
一
子

の
出
産
一
年
前
に
仕
事
を
持
っ
て
い
た

の
は
、
全
体
の
ね
％
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
女
性
の
就
業
状
況
を
見
る

と
、
品
％
が
出
産
前
に
離
職
し
、
そ
の

後
も
仕
事
を
し
て
お
ら
ず
、
出
産
後
に

離
職
し
た
人
を
合
わ
せ
る
と
、
□
％
が

出
産
を
機
に
仕
事
を
離
れ
た
。

出
産
を
機
に
離
職
し
た
が
、
復
職
・

再
就
職
し
た
人
は
田
％
で
、
育
児
休
業
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取
得
者
も
含
め
て
仕
事
を
継
続
し
た
人

は
羽
％
だ
っ
た
。

｜
力
、
第
二
子
以
降
の
出
産
で
は
、

仕
事
を
持
っ
て
い
る
女
性
は
鉛
％
だ
っ

た
。
こ
の
う
ち
の
“
％
が
出
産
後
も
仕

事
を
続
け
、
鋼
％
は
い
っ
た
ん
離
職
し

て
復
職
・
再
就
職
し
た
。

出
産
の
前
後
に
離
職
し
、
仕
事
に
戻

ら
な
か
っ
た
人
は
鋼
％
で
、
第
二
子
に

比
べ
て
第
一
子
の
出
産
が
仕
事
を
辞
め

る
き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
形
だ
。

出
産
前
後
と
も
仕
事
を
継
続
し
て
い

る
人
は
出
産
一
年
半
後
の
時
点
で
は
、

詔
％
が
保
育
士
に
、
鍋
％
が
祖
母
に
平

日
日
中
の
子
供
の
世
話
を
し
て
も
ら
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
分
で
育
児

を
し
て
い
た
女
性
は
焔
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
｜
方
、
出
産
前
に
離
職
し
た
女
性

の
兜
％
は
、
平
日
の
日
中
も
自
ら
育
児

を
し
て
い
た
。

ま
た
、
仕
事
を
継
続
し
て
い
る
女
性

の
夫
は
、
Ⅳ
％
が
「
子
供
の
食
事
の
世

話
を
し
て
い
る
」
、
兜
％
が
「
子
供
を
野

外
へ
遊
び
に
連
れ
て
行
く
」
の
に
対
し
、

出
産
前
に
離
職
し
て
無
職
の
女
性
の
夫

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
７
％
、
Ⅲ
％
と
い
う

割
合
だ
っ
た
。
夫
の
協
力
が
、
仕
事
を

。
夫
の
協
力
が
、
仕
事
を

続
け
る
支
え
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

岩
手
県
立
大
社
会
福
祉

学
部
の
鈴
木
真
理
子
助
教

授
は
、
「
仕
事
を
続
け
た
い

人
に
は
、
二
、
三
年
間
は

子
供
を
家
庭
で
育
て
ら
れ

る
よ
う
、
育
児
休
業
の
期

間
を
延
ば
す
の
が
理
想
的

だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞

叫
・
３
．
旧
朝
刊
）

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

》
．

…
ご
入
会
・
の
お
願
い
…

一
人
口
問
題
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

》
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア

ー
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
世
瀞
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
入
滅
生
存
の
カ
ギ
を
壜
て
い
る
’

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

》
い
ま
，
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
“
も
、
人
、
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因

》
な
の
で
す
巳
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐

一
採
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
．
も
う
こ
れ
以
上
放
侭
で
き
な
い
ギ

ー
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧

一
困
に
悩
む
地
域
と
，
日
本
な
ど
の
よ
う
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題

一
や
福
祉
饗
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

（
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効

｛
に
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

｝
何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら

一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

dp-d出－.汽一か．￣■.￣ｄ０－Ｃ－◆－，Ｆ￣＋－－－の一つ－゜レーィレーーーｃ－Ｏ－－－－Ｆ－■Ｌ－．，－c－．Ｐ－．トー□--.｡←＋－ヶ－c､＞６
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Relx)rlolItheBasicSurvey〔)IPopuIatioIUaI1dI)eveloIjmem
mSoutheaslAsiElnCouIlIries

--Imdia‐

昭和58年度

1．’'１鞭人民共和国人ロ・家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPopulalionandFamilyPlanningmlhe

Pe(〕ple1sReIJubIico[china（英語版）
生育率和生活水平共系中日合作凋査研究扱告二僧

（中国語版）

３．中華人民共和国人ｎ.家族計iIji第=几次韮礎綱査報告祥

BasicSurvev(11)〔)nPopuIati〔】ｎａＩ１ｄＦａｍｉｌｙＩ>lal1niI1ginlhe

PeopleosRepublicoIChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作nM蚕研究根告１５

（lljI(ZliWi版）

4．ネパール王|卿人'二I・豪族計画蛾礎調森

BasicSuTveyReporIonPopulation&llldFamilyPlallllingiR】

lllel<in患domofKepml（英語版）
昭和59年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告謙

一インド国一

ReporlontheSLIrvevofRuralPopulalionandAgricultural

DcvclopmenlinAsianCounmes

-India-（英語版）

５．「1本の人に1都市化と開発

UrbanizationandDevelopmenlinJapan（英語版）

６．バンコクの人口都市化と生活環境・編祉調査

一データ網一

ＳｕｗｅｖｏＩ[Tb3nizalioll,LiviI1gEnvironmemandWelfareill

Bangkok-Dnta-（英語版）

２．東南アジア緒国等人口・I淵発些礎調査報告

タイｌｐ

ＲｅｐｏｒｌＤｎ(heBasicSurveyofPopulaiionandDevelopmenl
inSouII1eastAsiaI1CouIltries

--ThailHmd-

７．スライド

日本の都ilT化と人｢Ｉ（'1本識版）

UrbanizaIional1dPopulationinjapal】（英語版）

日本的城市化与人１１（''１国語版）

UrbaI1isasiDal1kepcndudukanDiJepang

（インドネシア譜版）

３．Ⅲ本の人'二I転換と農村開発

Dcmogr｛lpI1icTransiticnilljapanilIldRuralDcvelopmem

（英語版）

４．ｓu｢vevolFertilityandLivingStandardsinCI1ineseRural

AICnsDaln-All1heIlouseholdsoftwovillagesinJilin

Provincesurveyedbyquestionnaires（英語版）

夫干中国衣村的人口生育率与生活水平的凋査報告

対千古林竹Wi小村逃行全戸而談凋査的結果一

一範ｉl・端＝（中国語版）

昭和61年度

I・アジア諸Iqの農村人｢Iと農業|)'1発にl驚けるiilhl奇報告盤

一インドネシアIFxl-

ReponontheSuIveyofRumlPopuIalionandAg｢icullural

DevelopmentinAsianCounlries

lndonesia-（英諦版）

5．スライド「1本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RumIDevelopmentandPopulationinJapan

（英語版）

’1本衣１１k次村的友展和人口的推移（中国語版）

Ｉ〕erkembanganPerIanian，MasyarakatDesaDanKepe〃

。u〔lukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは､日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

2．東南アジア諸国弊人口・開発基礎調査報Itr書

一インドネシア国

RepollonthGBasicSurvey()IPopulatiolMmdDeveIopmeI1I
inSoutheaslAsianCcunlries

-Indonesia-（英語版）

3．在Ｈ留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の摂題にNIIして－

４．日本の労働力人'二1と|)Ⅱ苑

LaborForcealUdDevelopmcntiI1Japal1（英語版）
昭和60年度

】・アジア諸ITJの農村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイＩｆｌ－

Ｒｅｐ１〕rmntI1eSurveyofRura]PopulationandAgricullural

DevelopnlenIinAsianCourltries

‐Thniland-（英語版）

5．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-EconomicII1dicatorsonPopuIalion

andDevelopment（英語版）

6．スライドロ本の産業発腿と人Ｌ１

－その原動力・電気一（１１本語版）

InduslrialDevelopmemandPopulaIioninJapan

2．東南アジア讃|'$等人口・開発基礎調査報告書

インドuｉｌ－
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束Ifiアジア譜同等人I非Ｉ)N発曜礎調査f1M倍iiF

-1l]輔人氏共和国一

Rep(〕rtonIheBasicSurvey(〕fPopulalionandDevどl〔)pmeI】１
inSoulheasIAsianCoumries

-chma-（英語版）

ウ
召一●

‐ＴｈｅI】rimeMlwer-Elecl｢icily-（英語版）

１１本的曲Ⅱ(没腱｣ｿﾞ人、

－其Bi(jiM曳気一（中ｌｌ１語版）

１，emb[lngunaluIIldu馴ridal】kcpendudukandijepaI】ｇ

ＰｅＩ】g礫mkUlama-TengaLislrik

（インドネシア鐇版）

3．アジア猪国からの労働力流'１１に関する洲査研究報告蝶

一タイ国一 7．ネパールlflIil人Ｉ上家族計画第二ijk蕪礎綱査

ＣＯmplememawBasicSurveyReporloI1P(〕pulationalld

Fan1ilvPlanninginllUekillgdomofKepal４．１｣本の人口と家族

PopulaIionandtheFamilyinJapan（英i枅版）

昭和62年度

l・アジアｉｉｆｆｌｌｉＩの農村人口ど農業１１'1発に側する調査報告苫
一IlI華人民共/１１１国一

Rep()rt⑥nlI1eSurveyo[Ｒｕr【llPopulaliollandAgricullum］

DeveIupmenlinAHianCountrics

Chinａ－（英諦版）

５．アジアの人口砺換と開発一統誹集一

DemogmpbicTmnsiIi〔)naI1dDcvel【)pnlenIinAsianCoul1lries

-OverviewandStatislicaITabIes-

（英諦版）

６．スライド

ロ本の人口と家族（I｣本譜版）

Ｆａｍｉｌｖａｎｄｌ,opulationinJapanAsiamExpel･ience-
（英語版）

日本的人口Ｉ？｢家庭（中|剰語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア研版）

東南アジア渚|Ｊ１等人L１．１$M発埜礎調査報告了Ｉド

ー’１１華人民共和|蚕l

Repol(〕l1IlleBasicSurvevolPOpulaIionandDevelopmeI11
inSoulheastAsianCounlris

-China（英語版）

ワ
ー●

7．ペルー共ﾎﾟⅡ国人ロ家族計画蕊礎調査

３．アジア緒1劃からの労'1;i力流出に関する調査研究報行

一一フィリピン国一一
平成元年度

1．アジア諸国の農村人口と臘業１１１１発に関する調査報告i1ト

ーバングラデシュ国一

ReporlunlheSurveyofRuralPopulalionandAgriculluraI

Development-Bangladesh-（英語版）

4．「１本の人ロと農業１１１１発

Populali(〕nimdAgricululraIDevelopm(DI1linJapan
（英語版）

５．ネパールの人｢1.開発・環境

ｌ〕opulaIicn，ｌ〕evel(〕pmemandEnvi｢cnmeminNepal
（英語版）

２．東南アジア諸国群人ロ・開発錐礎調査報告謙

一ネパール国一

RepDrtontheBasicSurvevofPopulali(〕ｎａｎｄＤｅｗｌ(〕pmenl
inSoutheasIAsianCounIrieｓ

－ＮｅＰａｌ－（英語版）

６．スライド

Ｌ１本の人ｕ移動と経済発展（日本語版）

TheMigTatory皿【wcmelu【ａｌｌｄＥｃ〔)nomicDevelopmel1tiIl
Japan（英綺版）

lzl本的人口移訓与禦済友展（''１国語版）

PerpindaI1anPel1dudukl)al1Perkembangal）Ｅｋ()nｏｍｉＤｉ

Ｊｅｐａｎｇ（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流lliに側する綱査報告書

一マレーシア１１１－

４．日本の人｢]構造変動とl刑発

一高齢化のアジア的視点一

S1ructuralChax】geinPcpulaIionandDevelopment

-Japan1sExperienceinAging-（英語版）

7．トルコ同人|｣家族計IHj蕪礎iiIM奇

昭和63年度

1．アジア溌国の農村人｢lと農業開発に閲する調在報告醤

一ネパールli1-

ReI〕ortonlheSuweyofRuralPDpulati(〕ｎａｎｄＡｇ｢icululral

DevelopmeIltinAsianColInlries

NePal-（英語版）

５．スライド

商齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（ロ本譜版）

AgingiluJapan-ChallengesandProspects-

（英語版）

辺人高齢化社会的ロ本正面llIii桃'戊一追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TanlanganMasyarakaILanjuIusia上pal嶋

（インドネシア譜版）
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（本作iV1は、1990年１１i｢1本視穂覚教育協会主催優秀映

隙教材選奨社会教育部'１１で優秀徴を受賞・）４．１１本の地域1)}１発と人L1-1990年代の展望一

RegioI1alDevelopmcl11andPOpulationin｣apan

-TrclldsaIIdP｢ospectsimthel990s-（英語版） ６．アジア諸国の農漿|#1発－５カ回の比絃一

S1mlegicMeasu唾ｓ【ｂｒｌｈｅＡ段icultu画IDevelopmeI1I

-C(〕mparativeSIrudiesonFiveAsiaI1Countries（英諦

版）

５．スライド

１１本の地域開発と人｢Ｉ（|]本語版）

ReginalDevelopmellIandPopulati(〕ninJapan（英語版）
日本的区域ｿf没和人ロ（中国語版）

PemlbangullanDaemhdanPopulasidiJepal]ｇ

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア溌国の農村人口と臘業開発に関する報告響

一フィリピン同一

Rep()rl()nlheSurvey()IRuralPopulalionandA恵iculIural

Deve]opmem-Philippines-（英語版）
6．アジアの労働力移動

LaborMigrati()ninAsia（英語版）

東南アジア溌脚等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国一

ReporlonlbeBasicSurveyofPopLllationandDevelopment
inSDLIIheaＳＩＡ＆ianCountries

-Bangladesh-（英語版）

リ
ムけ●

平成４年度

Ｌアジア諸国の農村人ロと磯業開発に関する調査報告諜

一マレーシアln

ReportontheSurveyofRuraIPopulalionalldAgricullu｢al

Developmenl-Majavsia-（英語版）
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告詩

一インドネシア|渕一２．東南アジア諸国等人ｎ.開発基礎調査報告書

一ベトナム国一

ReportonlheBasicSurveyofP(〕pulalionandDevelopmenl

inS(〕ulheastAsianCountries

・VielNam（英語版）

４．’1本の人ロ・'１N発.環境一アジアの経験一

Population・DevelopmemandEIlvironmcnlinJapan

-AsiallExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人1コ・開発（ロ本語版）

ElwilonmenLPopulationandDevelopmenthlJaPan（英

語版）

Ｈ本的坏境・人口・〕｢友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunall」epang（イン
ドネシア語版）

（本作品は、1991年卿日本税聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

3．アジア諸国からの労働力流出にIjklする調査研究報告響

一スリランカ脚一

４．アジアの産業転換と人n

lndusIrialTransilionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明旧に生きる－日本の産業転換と人口一（Ｈ本譜版）

LivingfbrTomorrow－InduslrialTransiIioluandPopula-

tioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的秤１１k縛換々人ロ－（中国語版）

HidupUnIukHariEsok-PeraliIlanStrukturlndustri

DanPopulasiDiJep3ng-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

Prospectso[UrbanizationiI]Ａｓｉａ（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカ国一

RcpDrtuI1theSurvevRuralPopulationandAgliculIuraI

DevelopmenlSriLanka-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業|刑発に関する報告普

一ベトナム|重l-

ReporlontheSurvevofRumIPopulationandAgricuItural

Developmeｎｌ－ＶｉｅｌＮａｍ－（英語版） 2．東南アジア諸国等人ｎ.開発蕊礎調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheBasicSurvevoIPopuIaIionandDevelopmcm

iulSouthea$tAsianCountries

-Philippines-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一スリランカ

RePortonIheBasicSurvevofPopulalionandDeveIopmenI

inSouUleasIAsianCoumtries

SrilHnka-（英語版） ３．アジア渚国からの労働力流出に関する調査研究報告啓

一中華人民共和国一

、心

4４



AsianCountries-Nepal-（英語版） ３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一フィリピン国一

３・アジア諸国の人閲資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一インド国一 4．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandSllategyoIAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopmenl-
（英語版）

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowemlentofWomeninAHia（英語版）

５．スライド・ピデオ

アジアを拓け－女性たち－（印本譜版）

ABrightofGenderEquality-EmpowerｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎ
ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目強之路一今日亜洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaanKaumWanilaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一
（、本譜版）

WomenandtheirChallen深田－ImprovemenlsinUle

SlalusofWomenthePOpulalionofJapan-
（英語版）

女性的挑餓一女性地位的提商与日本的人口一
（中国語版）

TantanganKaumWaniIa-EmansipasiWanitadan

PopulasiJepang-（インドネシア語版）
平成８年度

Lアジア諸|劃の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

難一ラオス人民民主共和国－０二U

ReporlontheBasicSurveyonAgricultumlandRuralDe-

velopmelltbyPmgressS1ageinAsianCouI]IIies

-LaoPeopIe・sDemocraticRepub]iｃ－（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告
書一インドu4-

ReporlontheBasicSurveVo、AgriculturalandRulaIDe-

velOpmenlbyProgressStageinAsianCountries

-India-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告薔

一フィリピン国一

ReporlontheSurveyofUrbanizatio、ａｎｄDeveIopmentin

AsianCounmes-Phi]ippines-（英語版） 2．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportonlheSurveyofUrbanizalionalldDBvelopmenXin
AsianCounlri琿一Thailand-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

３．アジア諸国の人間資源6M発と労働力に関する調査研究
報告霧一ベトナム国一４．２１世紀の人口・食糊戦略一アジアと世界一

PopuIationandFoodStrategyfOr21stcentury
-AsiaandWorld-（英語版） 4．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

WolnenIsLaborParticipalionandEconomicDevelopmentin

Asia-Strategytoward21Century-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

CI1allengeandDecisionfortheYear2025

-PDpulationlncreaseandFooｄｉｎＡｓｉａ－（英語版）

向着2025年的夫断一正洲的人口増量和根食一
（１１国語版）

TekadUntukTahuI12025-PertambaｈａｎＰ(〕puIasidan
PangandiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorjzonsforlheWomanofAsia（英語版）

並洲釘女的新尻程（中国語版）

WaniIaAfBiaKini……（インドネシア語版）

平成９年度 平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査i報告

齊－ラオス人民民主共和国一

ＲｅｐｏｒＩｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｎＡｇ｢icultumlaI1dRuml

DevelopmentbvProgressStageinAsianCOuntries

-LaoPeople'sDemocraticRepubljc-

１．アジア諸国の発鵬段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculIuralandRuralDe-

velopmembyProgressSIageinAsianComntries

-PakislaJI-（英語版）

2・アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmemandllulnanDeveloplnenlinAsia
２．アジア緒1劃の都市化と開発基礎調査報告響

一ネパール国一

ReporlonlheSurveyofUrbanizationandDevelopmentin

4５



3．アジア諸国の人間資源'１１１発と労働力に関する調査研究

栩告書一マレーシア国一
3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人民共和国－

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人、を焦点として－

WaterCrisisintheTwenlyFirstCenluW

-Pro:peclofAsiimPopulationandDevelopment-

平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ミャンマー連邦一

ReportontheBasicSurveyonAgricu]turalamdRuralDe-

velopmembyPr０厘essStageinAsianCountrie爵

一Ｍｙａｎｍａｒ－

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WaKerisAliv巴一POpulalionandWalerResomces-

（英語版）

水晶有生命的人口与水届源一（中国語版）

AjriluHidup-PendukdanSumderAir－（インドネ
シア語版）

2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一タイ１劃一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａltllinAsiam

Countries-Thailand-

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一カンボジア国一
平成10年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開整基礎調査報告

書一カンボジア国一

RepormntheBasicSurvevonAgricultumlalRdRuralDe‐

velopmentbyPm図｢eEsStageinAsianCountTies

-Cambodia-

平成13年度

1．人口間)題を基礎とした農業.･農村開発調査報告香

一カザフスタン国一

ReportonSurvcyofAgriculluralandRu｢aIDevelopmentbased

onPopulalionissues-TheRepublicolKazakhslan 2．アジア諸国の商齢化と保健の実態調査報告書

一大鯨民国一

RepoⅨｏｎ（heSurveyofAgingandHeallhinAsian

Countries-TheRepublicofKorea-

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一マレーシア国一

ReportonllleSurv巳yofUrbanizationandDevelopmentin

AsiamCoumries-Malavsia- ３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一イラン国一

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一インド国一 ４．発展の制約一中国・インドを中心に一

CollsYminsonDevelopmenI-FocusonChinaandlndia-

平成14年度

１．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一ウズベキスタン国一

ReporlonSulveyofAgriculturaIfmdRuralDevelopment

basedonPopulationlssues．－TheRepublicofUzbekis-

tan-（英語版）

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡWarningfromlheEarIh-TheFutureoIAsia,Water

andFood-（英語版）

来自地球的響告一亜洲、水和粗食的未来一（中国

語版）

PermgatandariBulni-MasaDepanAsia-AirdanPan-

gaI1-（インドネシア語版）２．アジア諸国の職業安定制度と雇用政黄に関する調査研

究報告書一ベトナム国一（日本語版）

平成11年度

1．アジア諸国の発農段階別農業･農村開発基礎調査報告:欝

一モンゴル国一中央県､セレンゲ県を中心として－－

RoportolltheBasicSur殖yonAgriculluralandRural

DevelopmenIbyPIogressSlageinAsianCountries

-Mongolia-FbcusonTovandSelenge-Aimang-

平成15年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告響

一パキスタン国一

ReportonSurveyofAglicultumlandRuralDevelopmenI

basedollPopukltionlssues.－Pakistan－（英語版）

2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一中国一上海を中心に

ＲｅｐｏｒＴｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅaIthinAsian

CounI]fies-China-FocusonShanghai-

２．アジア猪国の雇用政策と国際的な労働力移勤に問する

調査研究報告書一ミャンマー連邦一（日本語版）
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会議に対する各国政府代表をfIj心とする国会議員が参
加した｡）

９．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアン､グエン・ティ・

タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：
資料』1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農
業機関(FAO)が国連人口基金との共同研究された「人

口増加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た。人口と食柵安全保障に関するAFPPD(人口と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・デイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の台本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

1．『国連人ロ開発会綴における注釈のついた概要』､lnler‐

nationalＣ〔)nferenceonPopulationandDevelopmenIAn-

no[atedouUiI1eofthefinaldocumentoftheconfCrence,Nol-

edbytbeSecreIxulyGeneralの和文｡国際人ロ開発会議行

動計画の作成過程で、その最終準備会議開催に向けて

用意された行動計画案である。この『概要』に基づき、

国際人口開発会議行動計画が形成された。行動計画採

択以前に準備されたこの和訳は行動計画採択に際し日

本からの働きかけを行う上で大きく寄与した。

２，『国際人ロ開発会麟行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議（ICPD）の

行動計画の要旨｡同文書関連の出版物としては本邦初｡）

10．『国際食料安全保障・人ロ・開発蟻員会蟻(IMPFSPD）
蟻事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関（FAO）主催の世界食料サミッ

ト（WFS）にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネー

ブで開催された「国際食料安全保障・人口・開発議員

会議」の議事録。同会議の成果は、世界食料サミット

で公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ事務局長にも

桜井新・会議議艮から手渡された｡）

３．『国際人ロ開発議員会職（ICPPD）議事録』1995年（和
文）

（内容：1994年カイロで国際人ロ開発会議（ICPD）に

先駆けて開催された国会議員会議である国際人口開発

議員会議の議事録”同会議には117力嗣約300名の国会

議員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表され

た。また､この会議を契機としてアフリカ・アラブ地

域の国会議員フォーラムが準備された｡）

11．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：鬮連人口基金出版物FoodfortheFutureの日本

語版。人口増加の抑制と食料確保を行うために、女性

の参加が不可欠であることを゛さまざ主な具体例から解
きほぐしている｡）

４．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も併戦｡）

５．『国際人ロ・社会開発磯貝会議(IMPPSD)議事録』1996
年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､】995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

12．国連食糧農業機構(FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣實および世界食料サミット行動計画』1997年（和
文）

（内容：世界食料サミットの戸一マ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文響のＨ本翻訳の

決定版として商い評価を受けた｡）
６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人ロ会錨２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容；１劃連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人ロ開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が､その推移を概観し､分析した｡）

リソース・シリーズとして銘打った記念すべき第１号。

13．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国際

人ロ開発騒員会議から５年一人ロと開発に関する国会

職員会蟻宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議員会議．地域議

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資
料とした｡）

７．ToshioKumdaResourceSeries2“FromBucharest

toCairo-20YearsofUnitedNationsPopulationCon-
ferences-''’1996年（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

14．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』
1998年（英文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア国会議員会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、
類例を見ない｡）

８．『国際女性・人ロ・開発醗貝会繊（lMPGPD）蟻事録』
1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ.１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人ｍ・開発議員

会議(IMPGPD）の議事録。同会議には第４回世界女性
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15。『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールド・ウオッチ研究所から刊行されたSandra

Poslel薯､WorldwatcI1Paperl32・DividingtheWaters:Food

Securily・EcosyslemHealthandtbeNewPoIiticsoIScar-

cityの邦訳。今後人類社会に大きな制約を与えるのが、
淡水資源の不足である。増え続ける人口を支えるため

の農業生産もまた淡水賛源の逼迫によって大きく制約

を受けると考えられている。地球は水の惑星といわれ

るが飲料や農業用に安定して使用できる水の総量は地

球上の水の0,000008％に過ぎない。この水の総趣は．

有史以来変わっておらず、人1ｺが増力|】する分だけ、一

人当たり使用できる水の量はどんどん減少しているの

が現実だが、このことが十分に認識されていない。人

口増加を支えている地球の限界が目の前に迫っている

ことに警告を発している｡）（ロ本語版版権取得）

場でも発表された。

19．『リソース・シリーズ９第２１回国運特別総会特別委員

会報告密「付録」－国運人ロ開発会繊行動計画のさら

なる実施に向けた主な行動一』1999年

1999年６月30日～７月２nにかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人口開発会議から５年を

経過したその評価のための国連人口特別総会報告書」

日本語版。同会議では．国際人ロ開発会議（ICPD）か

ら５年を経て．その進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予

想以上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行動計画

を実施する上で必要となる指標や障害を解消するため

の具体的行励などを国連加盟国が国連総会の場で協議

し確認した。

20.F人ロと開発に関するアジア騒員フォーラム第６回大会

騒事録』2000年

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

『人口と開発に関する議員フォーラム（AFPPD)」が３

年に一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず．世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活動

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(日

本語版)。同大会では1000年期最後の大会として､２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会議員の活動方針を協議しその成果は『新

潟宣言」にまとめられた。

16．国運人ロ基金『人類のための環境』1998年（和文）

（内容：国連人口基金Ⅲ版物EnvimnmentfbrPeopleの

日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的か

つ実質的に解決するためには､その3つの領域の問に架

け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であると

の視点に立って，主に環境と人口の間に横たわる様々

な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、手段

を操っている｡）

17．『リソース・シリーズ８“ParliamentariansIActivities

onPopuIationandDevelcpment-HistoryofPar-

liamentarians1ActMtiesandIt1sFindings-0'』1999年，

（英文、－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)」のために撫備された出版物である。この出

版物の中には1994年の国際人口開発会議以降の人口と

開発に関するアジア議員フォーラム（AFPPD）を始め

とし､アメリカ地域人口・開発国会議員グループ(IAPGl

アフリカ・アラブ地域人ロ開発議員フォーラム(FAAP‐

ＰＤＬヨーロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言

文と、名護連の活動史をまとめたものである。地域の

枠を超えて人口と開発に関する国会議員活動の成果が

一覧にまとめられた事はかつてなく，国会議員活動の

地球規模での広がりをも象徴している。

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

ＩＰＰＦ(国際家族計画連盟）が作成した"IPPF／iwaraw，

reproductive｢igbls2000,ウォールチャートの日本語版。
世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別，あいうえおlliljに編集を加え、読者の便を図ってい

る．また、各国の1劃名表記は外務省の表記に準拠した

正規名称を用いている．

22．国運人ロ基金『女性のエンパワーメントに向けて』2000

年

ＵＮＦＰＡのWorkingtoEmpoweTWomen・UNFPA1sExpe-

rienceinlmplementingtheBeijingPlatfbrmofActionの|」

本譜版．“女性のエンパワーメン卜”は国際人口開発会

議（ICPD）行動計画において人口問題の解決を果たす

上での重要なカギとなる概念として位置付けられた。

また、中国北京で開催された第４回世界女性会議では

中心的な概念と承った。第４回１１上界女性会議から５年

を踏まえ､人口､女Mk問題に共通する女性のエンパワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に紹介し

ている。

1ａ『国際人ロ開発会議評価のための国会鰯員フォーラム(lFP）

報告番』1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて|淵催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議貝フォー

ラム（IFP)」の報告書である。同会議には103カ国から

およそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国際人

、開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障

害につv､て熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開

発を一貫した視点で扱う事を強く求めた「国藤人口開

発会議評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会議獣IF務総長を務めた桜井

新AFPPD議長の手によって､ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで開催された準臓会議の23．リソース・シリーズ１『国連人ロ会麟20年の軌跡一ブ
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括的に扱ったものである。 カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ］を復刻
した。

24.リソース・シリーズ７『欠乏の時代の政治学一引き裂
かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース,シリーズ７を復刻
した。

25．国運人ロ基金『人口問題ブリーフイングキット2000年
度版』２００１年

UNFPA,',PopulalionIssuesBriefingKit2000,.の翻訳｡人

口問題は"数,,の問題ではなく、生活をしている“人々”

の問題であるという視点から、現在の人口分野におけ

る搬々な課題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行動計画実施の意凍を説明している。

26．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2001年
度版』2002年

UNFPA,'PPopulationls鋤esBriefiIlgKit20011'の翻択．2000

年に国連本部で開催されたミレニアムサミットで採択

されたミレニアム開発旧標の''１に人口lil1題を位隆付け、

新たなUNFPAの人口問題への取り組みを示し､人、分

野における様々な探題とその問題の現状と取り組みを
概観した。

27．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』
APDAtill立20同ffを記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは．ロ本が世界に誇

る各分野の權威者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点までlil臘々な視点から人口問題を概観

してもらい、なぜ人口問題が人類の将来にとって決定

的に重要なのかを論じた。私達が生きるこの(l上界にお

ける人口問題の意味を様々な:視点から論じた類醇はほ

とんどなく、好評をもって迎えられた。

28.10Populationlssues-TheConditionsofHumanSurviv-

alandfutureofourSocietym

リソースNnk27ア人口問題を考える人類生存の条件と

人類社会の未来一との英語版。

29．ODAQuarte｢Iy2003onPopulationandDevelopｍｅｎｔ
（英語版）

2003年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクオータリー

の創刊号から４号までを英訳したものＣＤＡクォータ

リーは全国会箙貝に対して人口とMII発問題に対するロ

本国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成され

たもので，財凹法人家族ii1Mji国際協力財団（JOICFP）

とUNFPA東京4F務所との協力で発行されている。

30．「地球の人ロと水Ｊ

ＵＩＷＰＡの刊行物であるGIobalPopuIationalIdWaterの

日本語版。同書は2003年３月に京都・大阪・滋賀で開

催された第３回世界水フォーラムにおける議論に資す

るために作成されたもので．食料生産、安全な水供給．

公衆衛生などの側面から水と人、問題とかかわりを包
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一曰誌一ＡＰＤＡ
１
月
”
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
が
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
急
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
ｃ
昨
秋
行
わ
れ
た
第
娼
回
衆
議
院
選
挙
を
受
け
、

新
会
員
等
の
増
減
を
報
告
、
今
後
の
活
動
方
針
等
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
新
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
松
井

孝
典
・
東
京
大
学
教
授
が
「
こ
の
地
球
は
普
遍
か
」
と
題
し
講

演
。
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
橋
武

之
・
同
事
務
局
次
長
、
木
村
亮
子
・
同
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

オ
フ
イ
サ
ー
、
竹
本
将
規
・
同
研
究
員
が
出
席
。

１
月
釦
日
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
東
京
事
務
所
と
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
国

際
協
力
銀
行
）
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
妊
産
婦
の
健
康
改

善
に
イ
ン
フ
ラ
は
役
立
つ
の
か
」
に
、
竹
本
将
規
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

研
究
員
が
参
加
。

２
月
３
日
シ
フ
・
カ
レ
ー
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
・

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、
木
村
亮
子
・
同
国
際
諜
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

オ
フ
イ
サ
ー
と
と
も
に
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
を
表
敬
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
、
に
関
す
る
国
際
会
議
の
日
程
等

打
ち
合
せ
。

２
月
４
日
シ
フ
・
カ
レ
ー
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
と
木
村
亮
子
・
国
際

課
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
・
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
会
長
を
表
敬
。
２
０
０
４
年
度
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
及
び
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ｏ
の
国
際
会
議
に
つ
い
て
打
ち
合
せ
を
行
う
。

２
月
５
日
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
主
催
、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ァ

・
６
日
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
と
労
働
市
場
」
（
厚
生
労
働
省
・
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
後
援
）
に
楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・

主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・
同
研
究
員
が
参
加
。

２
月
胆
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
問
題
を
基
礎
と

し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
Ｉ
パ
キ
ス
タ
ン
国
」
第
一
一
回
研
究

会
を
開
催
。
川
野
重
任
・
東
大
名
誉
教
授
、
平
島
成
望
・
明
治

学
院
大
教
授
、
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
・
明
治
学
院
大
教
授
、

福
井
清
一
・
神
戸
大
大
学
院
教
授
、
新
見
友
啓
・
農
水
省
国
際

部
国
際
協
力
課
、
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局

長
、
楠
本
修
・
同
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・

同
研
究
員
が
出
席
。

２
月
咀
日
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、

楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
木
村
亮

子
・
同
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
竹
本
将
規
・
同

研
究
員
が
参
加
。
和
気
邦
夫
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
、
ビ

ル
・
ム
ソ
ケ
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
次
長
が
、
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
改
革
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
、
な
ど
を
テ
ー
マ
に
説
明
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、
和
気
事
務
局
次
長
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
ム
ソ

ケ
次
長
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

２
月
四
日
ビ
ル
・
ム
ソ
ケ
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
次
長
、
池
上

清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

厚
生
労
働
省
、
外
務
省
、
農
林
水
産
省
に
よ
る
法
人
検
査
を
実

施
。
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
参
事
官
室
平
岡
宏
一
係
長
、
長
崎

裕
美
事
務
官
、
外
務
省
民
間
援
助
室
関
根
由
美
子
課
長
補
佐
、

西
山
慎
二
係
長
、
農
林
水
産
省
国
際
協
力
課
今
井
豊
司
係
長
、

新
見
友
啓
事
務
官
が
来
所
し
法
人
検
査
を
行
う
。
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
橋
武
之
事
務
局
次
長
、
楠
本
修
事
務

局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
大
澤
春
美
財
務
・
経
理
課
長
が
同

席
。

２
月
加
日
雇
用
能
力
・
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
雇
用
政
策

と
国
際
的
な
労
働
力
移
動
に
関
す
る
調
査
研
究
ｌ
ミ
ャ
ン
マ
ー

５０



３
月
躯
日
農
林
水
産
省
平
成
嘔
年
度
事
業
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農

業
・
農
村
開
発
基
礎
調
査
ｌ
パ
キ
ス
タ
ン
国
ｌ
」
事
業
完
了
検

査
。
農
林
水
産
省
国
際
協
力
課
高
橋
弘
仁
係
長
、
新
見
友
啓
事

３
月
８
日
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
・
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
所

属
の
シ
ー
サ
ラ
ム
・
人
口
・
開
発
戦
略
専
門
官
が
来
所
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
事
業
に
関
す
る
２
０
０
４
１
７
年
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
・

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
業
な
ど
に
関
す
る
業
務
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
う
。

３
月
四
日
農
林
水
産
省
委
託
事
業
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農

連
邦
ｌ
タ
イ
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
流
入
の
問
題
を

中
心
に
」
の
研
究
会
を
開
催
。
黒
田
俊
夫
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、

岡
崎
陽
一
・
元
厚
生
省
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長
、

桐
生
稔
・
大
阪
産
業
大
学
教
授
、
竹
内
ひ
と
み
・
厚
労
省
職
業

安
定
局
外
国
人
雇
用
対
策
課
課
長
補
佐
、
吉
田
慎
同
職
員
、
広

瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本
修
・
同
事

務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・
同
研
究
員
が
出
席
。

２
月
〃
日
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
・
評
議
員
会
を
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
で

実
施
。
平
成
超
年
度
事
業
予
定
・
事
業
予
算
を
承
認
。
評
議
員

の
退
任
並
び
に
新
任
、
理
事
の
新
任
、
役
員
人
事
に
つ
い
て
協

議
。
堀
義
康
評
議
員
の
退
任
と
山
本
康
典
氏
の
評
議
員
就
任
、

尾
崎
美
千
生
氏
の
理
事
就
任
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局

長
が
３
月
虹
日
を
も
っ
て
常
務
理
事
・
事
務
局
長
を
退
任
、
顧

問
理
事
に
就
任
、
尾
崎
美
千
生
氏
の
常
務
理
事
・
事
務
局
長
就

任
が
議
決
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
・
一
雇
用
能
力
開
発
機
構
受
託
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
雇

用
政
策
と
国
際
的
な
労
働
移
動
に
関
す
る
調
査
研
究
ｌ
ミ
ャ
ン

村
開
発
基
礎
調
査
ｌ
パ
キ
ス
タ
ン
国
ｌ
」
事
業
完
了
。

マ
ー
連
邦
Ｉ
」
事
業
完
了
。

務
官
が
来
所
し
事
業
完
了
検
査
を
行
う
。
楠
本
修
事
務
局
長
補

佐
・
主
任
研
究
員
、
大
澤
春
美
財
務
・
経
理
課
長
が
同
席
。

３
月
型
日
Ｆ
Ａ
Ｏ
ｌ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
主
催
「
ア
ジ
ア
の
食
料
不
安
定
供
給

～
路
日
と
飢
餓
防
止
の
た
め
の
政
策
課
題
と
投
資
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
に
桜
井
新
理
事
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
常

任
委
員
長
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員

が
参
加
。

３
月
詔
日
国
内
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
大
阪
毎
日
新
聞
社
本
社
オ
ー
バ
ル
ホ
ー

ル
で
黒
田
俊
夫
・
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
お
よ
び
南

野
知
惠
子
（
参
・
自
）
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
副
会
長
に

よ
る
「
少
子
高
齢
化
と
日
本
の
戦
略
」
の
講
演
会
を
実
施
。
大

阪
看
護
師
連
盟
、
大
阪
助
産
師
連
盟
ほ
か
有
識
者
が
多
数
出
席
。

広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
・
常
務
理
事
、
石
橋
武
之
同
事

務
局
次
長
、
木
村
亮
子
同
国
際
課
職
員
が
会
議
開
催
の
た
め
出

席
。
後
援
叩
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
。
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◇
イ
ラ
ク
や
パ
レ
ス
チ
ナ
で
連
日
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
が
続
く
３
月
ｎ
日
、

都
内
の
東
洋
大
学
で
は
静
か
だ
が
熱
を
帯
び
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

て
い
た
。
「
Ｏ
Ｂ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
知
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ゥ

ン
シ
ル
だ
。
壇
上
に
は
フ
レ
ー
ザ
ー
・
元
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
、
「
サ
ン

ボ
ダ
ヤ
運
動
」
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
リ
ャ
ラ
ト

ネ
師
、
日
本
か
ら
は
宮
沢
喜
一
・
元
首
相
、
稲
盛
和
夫
・
京
セ
ラ
名
誉
会

長
ら
が
並
ん
だ
。
「
Ｏ
Ｂ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
生
み
の
親
で
、
名
コ
ン
ビ
を
謡
わ

れ
た
故
福
田
剋
夫
・
元
首
相
と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
元
西
独
首
相
の
姿
が
見

え
な
い
の
は
寂
し
か
っ
た
。

◇
宮
崎
勇
・
事
務
総
長
（
元
経
企
庁
長
官
）
の
進
行
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
の

テ
ー
マ
は
「
我
々
は
次
世
代
へ
の
責
任
を
は
た
し
て
い
る
の
か
？
」
。
戦
争

や
紛
争
の
さ
な
か
で
幼
い
手
に
武
器
を
握
ら
さ
れ
て
い
る
少
年
兵
や
性
的

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
少
女
達
、
い
や
平
時
で
も
人
身
売
買
の
生
け
に
え
に

さ
れ
．
飢
餓
の
中
で
死
ん
で
い
く
子
ど
も
達
ｌ
大
人
へ
の
鋭
い
問
い
か

け
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ザ
ー
元
首
相
は
、
自
国
民
保
護
の
た
め
国
際
刑
事
裁

判
所
へ
の
参
加
を
拒
ん
で
い
る
冷
戦
の
勝
者
・
米
国
の
驍
り
を
批
判
し
た
。

稲
盛
氏
は
戦
争
や
紛
争
の
原
因
は
為
政
者
の
エ
ゴ
と
「
恨
み
の
連
鎖
」
に

あ
る
と
し
て
、
仏
教
徒
ら
し
く
「
人
間
の
心
」
の
回
復
を
訴
え
た
。
兵
頭

長
雄
・
東
京
経
済
大
教
授
は
、
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
軍
事
費
総
額
の

た
っ
た
四
日
分
の
お
金
が
あ
れ
ば
、
世
界
の
す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
教
育

の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
の
に
、
と
強
調
し
た
。

◇
カ
ウ
ン
シ
ル
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
採
択
五
十
周
年
に
当
た
る
一
九
九
八

年
、
権
利
を
主
張
す
る
前
に
は
他
人
を
尊
重
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
調
っ

た
「
人
間
の
責
任
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
の
採
択
を
働
き
か
け
た
。
だ
が
、

欧
米
諸
国
を
中
心
に
「
人
権
を
脅
か
す
」
と
の
理
由
で
採
択
に
至
っ
て
い

な
い
。
ア
リ
ヤ
ナ
ト
ネ
師
は
マ
ホ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
「
七
つ
の
社
会
的

罪
」
を
紹
介
し
た
。
「
原
則
な
き
政
治
」
「
道
徳
な
き
商
業
」
「
労
働
な
き
富
」

「
人
格
な
き
教
育
」
「
人
間
性
な
き
科
学
」
「
良
心
な
き
快
楽
」
「
犠
牲
な
き

信
仰
』
「
ｌ
「
文
明
の
衝
突
」
の
時
代
に
ア
ジ
ア
の
知
恵
の
出
番
で
は
な

い
か
と
思
う
。

（
Ｍ
・
ｏ
）

；

表紙の写真説明

一方の地球は…

広い草むらの上にしゃがみ込み、

握り飯をほおばると、心地よい風

が頬っぺたをなでる。「おお､気持

ちいい！」｡誰かが思い切り背伸び

をして深呼吸する。すると、これ

をきっかけに深呼吸の連鎖ができ

る。今度は「世界中がこうでなく

ちゃ……」と別の男がいった。本

当にのんびりとした、わがニッポ

ンの花見風景だ。

しかし、世界は騒がしい。「春号」は

期せずして､紛争地の子どもたちを扱っ

ている日赤国際看護大学教授の体験談

が載った。「紛争解決の道は､子どもに

適正な育児環境を整えること」という

言葉が説得力を感じさせる。“一方の地

球”の和平への道も考えたい。
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2004年４月１日発行く季刊〉
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紐づく｢農｣と｢共鯛 世と り｣の
－
し

Ｉ

巴又

斧Ｕ己.．

FD}
■l

夕

・仏，１
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P唾'み￣現曰

』脚日｡醗盈ｩ鰯’

みんな膿｣でつながっている。
つくる人がいて､食べる人がいる。

みんな｢農｣を中心に支えあっています。

安心･安全な食料供給と､農業と社会のよりよい関係づくりを
JＡグループはさまざまな取組みを行っています。
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曰本航空

▲ ▲
の

月１同.ＪＡＳ便が

,べてＪＡＬ便になって、

;しいダイヤでスタートし護

gの春から､ご予約｡ご案内の窓口及び

2港カウンターを統一し､さらに便利になりますﾎﾟ

ﾐた､新ダイヤでは便名を
灘

&区ごとに4桁化し､わかりやすくします６

ｓ客様ひとりひとりのために、

lALは皆様をより快適な空へご案内します。

【JTA.、ＡＣは.３桁の便名を趣擬します。
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